
1

発行／栃木市
　〒328-8686 栃木県栃木市万町 9-25

編集／総合政策部シティプロモーション課
　☎0282-21-2316

http://www.city.tochigi.lg.jp

目次

NO.91

ポンプ車操法に取り組む消防団員 （市消防団大平方面隊 消防操法大会にて）

地域を守る消防団員募集！
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( ‐ 18)
( ‐ 46)
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消
防
団
員
と
し
て
、
地
域
の
安
心
・
安

全
を
守
る
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

活
動
内
容

男
性　
火
災
発
生
時
の
消
防
活
動
、
消
火

訓
練
、
応
急
手
当
の
普
及
指
導 

な
ど

女
性　
広
報
活
動
、
高
齢
者
宅
へ
の
防
火

指
導
な
ど
（
消
火
活
動
は
行
い
ま
せ
ん
）

身
分　
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と

な
り
ま
す
。
年
額
報
酬
や
、
訓
練
等
に
出

動
し
た
際
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
消

防
団
活
動
中
に
負
傷
し
た
場
合
、
制
度
に

よ
り
補
償
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
活
動
に
必

要
な
被
服
等
が
貸
与
さ
れ
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の

18
歳
以
上
の
方
で
、
消
防
団
員
と
し
て
意

志
が
固
く
、
体
が
丈
夫
な
方

募
集
状
況
・
応
募
方
法

男
性
　
お
住
ま
い
の
地
域
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。
消
防
総
務
課
（
☎

（23）
３
５
２
７
）

ま
た
は
お
住
ま
い
の
地
域
の
消
防
団
に
相

談
く
だ
さ
い
。

女
性　
消
防
総
務
課
に
相
談
く
だ
さ
い
。

機
能
別
消
防
団
員
の
募
集
開
始
！

　
消
防
団
の
日
中
の
消
防
力
低
下
を
防
ぐ

た
め
、
昼
夜
を
限
定
し
た
活
動
や
大
規
模

災
害
時
な
ど
、
特
定
の
災
害
に
の
み
活
動

す
る
消
防
団
員
で
す
。

応
募
資
格　
一
般
団
員
の
応
募
資
格
に
加

え
、
消
防
団
員
・
消
防
吏
員
の
経
験
を
５

年
以
上
有
し
て
い
る
方

活
動
内
容　
原
則
日
中
の
災
害
、
技
能
維

持
の
た
め
の
年
１
回
以
上
の
訓
練

身
分　
基
本
的
に
一
般
団
員
と
同
等
で
す

が
、
年
額
報
酬
が
１
万
円
と
な
り
ま
す
。

応
募
方
法　
詳
細
は
消
防
総
務
課
へ
。　

栃
木
市
消
防
団
通
常
点
検

　
約
１
，
１
０
０
人
の
団
員
が
栃
木
市
総

合
運
動
公
園
に
集
結
し
、
市
長
の
点
検
を

受
け
ま
す
。そ
の
後
蔵
の
街
大
通
り
に
て
、

栃
木
第
三
小
学
校
鼓
笛
隊
の
先
導
で
、
女

性
消
防
団
員
16
人
、
徒
歩
部
隊
約
７
０
０

人
、
車
両
部
隊
約
70
台
が
分
列
行
進
を
行

い
ま
す
。
当
日
は
11
時
30
分
か
ら
12
時
30

分
ま
で
足
利
銀
行
栃
木
支
店
前
～
万
町
交

番
前
の
区
間
が
通
行
止
に
な
り
ま
す
。

日
時　
11
月
５
日（
日
）８
時
～
12
時
30
分

問 

市
消
防
本
部
消
防
総
務
課☎

（23）
３
５
２
７
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監査委員の意見

―
（資金不足なし） （資金不足なし） （資金不足なし） （資金不足なし）

― ― ―

水道事業
会計

下水道
特別会計

農業集落
排水特別会計

千塚町上川原産業団地
特別会計

平成28年度 ―
（実質赤字額なし）

―
（連結実質赤字額なし） 10.5％ 63.9％

350.0％25.0％16.56％11.56％
35.0％30.00％20.00％

早期健全化基準
財政再生基準

健全化
判断比率

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

栃
木
市
の
平
成
28
年
度
決
算
状
況

財
政
用
語
解
説

★
地
方
交
付
税

　

全
国
す
べ
て
の
市
町
村
が
等
し
く
一
定

水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
、
税
収
の
少
な
い
市
町
村
に
対
し
て

国
税
の
一
部
か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金
で
す
。

★
国
庫
支
出
金

　

特
定
の
事
業
に
対
し
て
国
か
ら
支
出
さ

れ
る
お
金
で
す
。

★
市
債

　

１
年
を
超
え
る
借
入
金
の
こ
と
で
す
。

道
路
を
造
っ
た
り
多
額
の
資
金
を
必
要
と

す
る
と
き
に
、
国
や
銀
行
か
ら
お
金
を
借

り
ま
す
。

　

な
お
、
財
源
不
足
を
補
て
ん
す
る
、
い

わ
ゆ
る
「
赤
字
債
」
の
発
行
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

★
臨
時
財
政
対
策
債

　

本
来
普
通
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
る

べ
き
特
例
地
方
債
で
す
。
元
利
償
還
金
に

つ
い
て
は
後
年
度
交
付
税
と
し
て
措
置
さ

れ
ま
す
。

★
一
般
財
源

　

市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
使
用
目
的
が

限
定
さ
れ
な
い
収
入
の
こ
と
で
す
。

健全化判断比率等についてお知らせします
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）に基づ
き、健全化判断比率等（財政の健全性を判断する指標）を算定し、
監査委員の審査、議会への報告を行いましたので、公表します。
　健全化判断比率等にはそれぞれ早期健全化基準があり、いずれか
一つでも満たさない場合には、財政活動の制限を受けます。

　本市の指標は、いずれも国が定める早期健全化基準以下ですので、財
政状況は、概ね健全であるという状況です。

　全ての公営企業会計において、資金不足は発生していないため、概ね
健全な運営が行われている状況です。

【実質赤字比率】
　標準的な年間収入に対する一般会計の実質的な赤字額の割合で、数値
が高いほど悪化していることを示すものです。
【連結実質赤字比率】
　標準的な年間収入に対する全ての会計の実質的な赤字額の割合で、数
値が高いほど悪化していることを示すものです。
【実質公債費比率】
　標準的な年間収入に対する一般会計などの実質的な借入金の返済額の
割合で、数値が高いほど悪化していることを示すものです。18％を超え
ると、起債が制限されます。
【将来負担比率】
　標準的な年間収入に対する一般会計、特別会計、一部事務組合、第３
セクターなどが抱える負債残高の割合です。年間収入に対して負債額が
何年分に相当するかを示すものです。本市は、63.9％ですので、約８か
月分に相当します。

【資金不足比率】
　公営企業会計ごとに、事業の規模に対する資金不足額の割合を示すもの。

　健全化判断比率の審査を終えた監査委員から、８月18日に意見書が
市長に渡されました。意見の要旨は次の通りです。
　「本市の健全化判断比率の各比率は全てにおいて早期健全化基準
を下回り、本市財政は適正に運営されている。しかしながら、合併
特例措置の縮減による地方交付税の減少等、本市財政を取り巻く環
境は、依然厳しい状態が続くことが予想される。ついては、自主財
源の根幹である市税収入の確保、市有財産の有効活用、財源の効率
的かつ効果的な運用に努め、人口減少への対策を講じつつ、将来に
わたり健全で安定的な行政運営を維持できるよう、更なる財政基盤
の確立に向けた取組を進められたい。」

１. 健全化判断比率の状況

2. 資金不足比率の状況

歳出合計
638億6,295万1千円

民生費
222億7,149万1千円

総務費
76億7,153万2千円

教育費
77億6,426万8千円

公債費
68億4,802万6千円

衛生費
44億9,980万8千円

土木費
59億665万6千円

商工費
34億386万7千円

その他
54億9,730万3千円

歳　入

歳　出

歳入合計
662億6,532万1千円

地方交付税
104億7,301万8千円

国庫支出金
87億7,335万1千円

市 債
51億5,500万円

諸収入
40億4,813万3千円

繰越金
39億9,964万4千円

県支出金
41億5,152万6千円

その他
81億218万8千円

市 税
215億6,246万1千円

○
一
般
会
計
の
決
算

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
は
歳
入（
収
入
）が
、
６
６
２
億
６
，５
３
２
万
１

千
円
、
歳
出（
支
出
）が
６
３
８
億
６
，
２
９
５
万
１
千
円
で
し
た
。
差
し
引
き
は
２

４
億
２
３
７
万
円
の
黒
字
で
し
た
が
、
平
成
29
年
度
で
引
き
続
き
実
施
す
る
事
業
に

使
う
財
源
が
２
億
５
，１
２
４
万
８
千
円
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
実
質
的
な
収
支
は
２

１
億
５
，１
１
２
万
２
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
・
歳
出
の
内
訳
は
左
図
の

と
お
り
で
す
。

問
合
先　

財
政
課　
☎
（21）
２
３
２
２

○特別会計 （単位：千円）

合　　　　　計

○一世帯あたりの行政コスト

民生費

総務費
教育費

土木費
衛生費

公債費

商工費
その他

高齢者、障がい者、生活保護など福祉のための経費

税務や市役所の全般的な事務の経費
小中学校の整備・運営や社会教育のための経費

道路・公園・河川などを整備する経費
各種検診やごみ処理等の経費

市債の元金返済や利息の支払いのための経費

中小企業の支援、観光など商工業振興の経費
議会運営、労働者の支援、農林業の振興、消防に関する経費

平成29年3月31日現在世帯数　64,317世帯

合　　　　　　　　　　　計

分　　　　　　野 一世帯あたりの
行政コスト（円） 割合（％）

34.9
12.2
12.0
10.7
9.2
7.1
5.3
8.6

346,277
120,719
119,277
106,473
91,836
69,963
52,923
85,472
992,940

21,442,847
1,719,674
13,727,100
52,098

5,007,738
389,111
662,716

43,001,284

20,825,410
1,709,742
13,392,116
50,794

4,802,171
353,846
662,005

41,796,084

国民健康保険   
後期高齢者医療   
介護保険（保険事業勘定）   
介護保険（介護サービス事業勘定）   
下水道   
農業集落排水   
千塚町上川原産業団地   

○企業会計（水道事業会計） （単位：千円）
区　　　　　　分 収　　入 支　　出

区　　　　　　分 歳　　入 歳　　出

2,838,495
471,813

2,195,738
2,122,578

収益的収支（事業運営を目的とした収支）
資本的収支（施設整備を目的とした収支）

○目的税の使いみち （単位：千円）

入　湯　税

都市計画税

12,054

551,751

・観光振興のための支出
・消防施設整備のための支出
・土地区画整理、街路整備、下水道整備、公園整備等のための支出
・上記の事業を実施したときに借入れた市債の返済のための支出

税　目 使　　い　　み　　ち収入額

○市債残高（臨時財政対策債を含む） （単位：千円）

27年度末
62,060,549

28年度末
60,853,830

28年度末
99,603,384

27年度末
101,952,503

一　般　会　計 市債全体（一般会計・特別会計・水道事業会計）  

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、積立金等で補てんしています。
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特集2 第２回 栃木市高校生議会 ２０１７（平成２９）年1０月２０日　発行3 広報とちぎ　11月号

　第２回栃木市高校生議会には、市内の高等学校８校と特
別支援学校高等部から24人の生徒が参加し、市議会の一般
質問同様、一問一答方式により、質問を行いました。議事
の進行は、高校生議員の中から選ばれた議長と副議長が行
いました。
　参加した高校生議員の皆さんは、緊張しながらも堂々と
質問し、市執行部が答弁をしている間は、答弁者をしっか
りと見つめ、答弁に聞き入っていました。

第２回 栃木市高校生議会特集
2
　８月４日（金）、市議会議場にて、第２回栃木市高校生議会が開催さ
れました。高校生議員が、各学校で選んだ質問テーマに基づいた質問・
提案を行い、市執行部が答弁をしました。

学 校 名

栃 木 工 業 高 等 学 校

栃 木 商 業 高 等 学 校

栃 木 翔 南 高 等 学 校

栃 木 農 業 高 等 学 校

栃 木 高 等 学 校

栃 木 女 子 高 等 学 校

学 悠 館 高 等 学 校

栃 木 特 別 支 援 学 校

國學院大學栃木高等学校

質問のテーマ 高校生議員 質 問 要 旨

質 問 事 項 一 覧

栃木市をどのような市にしていきたいのか

栃木市の政治で他の市町村と違うところについて

道路の凸凹の改善について

駐輪スペースの増設について

雨天時の道路について

学生が勉強できる場所の提供について

周りの人に迷惑をかけない場所の紹介・提供をしていた
だくことはできないか

ホームページ・PR動画について

栃木駅の観光案内所について

市内観光ツアーの企画について

市内の使われていない建物を有効活用できないのか

新しい世代へのサポート体制を作れないか

若い世代を集めるイベントの企画や集客用の施設を
作ることはできるのでしょうか

喫煙スペースの設置について

現在の喫煙所の移動について

喫煙に関する条例の制定について

栃木市における水害対策とその課題について

避難所案内板の作成、設置について

歩行者の安全確保のための駐車場整備について

出産費用助成について

市中心部における高齢化について

コンパクトシティーについて

道路横の草木の整備について

中 田 敢 士
なかだ　　　つよし

惣 福 太 一
そうふく  　　たいち

宮 田 悠 成
みやた  　　ゆうせい

毛 束 友 郁
けつか 　　ともふみ

熊 倉 尚 美
くまくら　　  なおみ

増 田 康 平
ましだ　　  こうへい

山 口 佳 大
やまぐち　　  けいた

山 本 柚 那
やまもと　　  ゆずな

武 田 隆 慈
たけだ　　  りゅうじ

藤 沼 怜 旺
ふじぬま　   さとあき

堂 下 陽 平
どうもと　   ようへい

舩 田 怜 佳
ふなだ　       れいか

枝 村 優 花
えだむら          ゆか

大 木 彩 絵
おおき           さえ

松 永 大 斗
まつなが         ひろと

木 藤 琴 音
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安心・安全に生
活できる環境づ
くりについて

栃木市の政治に
ついて

栃木市内の交通
について

学習する場所の
提供について

観光地としての
栃木市について

若い世代を栃木市
に誘致するには

栃木駅周辺の喫
煙について

川沿いの道の整
備について

定住促進策につ
いて

第２回栃木市高校生議会に参加して

 夏休みが中盤に差し掛かった、８月４日。私は、栃木市高
校生議会の議長を務めさせていただきました。私達の多方
面にわたる意見や質問に、市役所の方々が懇切丁寧に説明
してくださったおかげで、疑問も解消され、より深く栃木
市の行政を知ることができた貴重な経験でした。お忙しい
中、本当にありがとうございました。

 今回高校生議会の副議長というとても貴重な経験をさせて
いただき、本当にありがとうございました。プレッシャー
のかかる役ではありましたが、市役所の皆様からの手助け
で無事に高校生議会を終えることができました。実際に議
会を経験してみて改めて栃木市の未来について考えるいい
機会になりました。ここで経験したことを一生の宝にして
いきたいと思います。

【議　長】栃木女子高等学校　大木彩絵さん

【副議長】栃木工業高等学校　惣福太一さん

◆ 問合先 ◆　総務課　☎（21）２３４５

生徒会役員である私たちに「学校をより良くするために
どのような働きかけをしていくべきか。」アドバイスを
お願いします

自主学習をする場所を提供していただけるとすれば、
どのようなかたちでつくることが考えられるか



 また、一般会計の歳出は、約638億
6,300万円で、前年度比約25億3,600万
円、3.8%の減となりました。主な要因
として、「教育費」が、校舎整備事業
の完了により、前年から約15億9,900万円減った
ことや、栃木地区病院統合再編事業の完了に伴い、
「衛生費」が、約10億7,400万円減ったことなど
が挙げられます。
 一方、社会保障経費などに使われる「民生費」
は、就学前のお子さんの教育や保育に係る、特定
教育・保育施設等施設型給付費が増加しているこ
となどから、前年から約6億3,800万円増えており、
一般会計全体の34.9%を占めています。

 市の財政の重要な指標のひとつである、一般会
計の実質収支（単純な収支額から平成28年度に継
続する事業費等を差し引いたもの）は、21億
5,100万円と、前年度に引き続き黒字を確保しま
した。この黒字分は、今年度に繰り越すほか、一部
は基金として積み立てをしました。

　今後、社会保障経費の増大や地方交付税の縮減
などにより、市の財政状況が厳しくなっていくこと
が見込まれます。人口減少社会において、栃木市
が今後とも持続的に発展していけるよう、歳入の面
では、国・県の補助金の積極的な活用や、産業団地
の整備による新たな雇用の創出など、将来にわたる
安定的な財源の確保を図ってまいります。また、
歳出の面では、事業の必要性、効率化等を再検討
することにより、経費を抑制しつつも行政サービス
の質的向上につながる行政運営に努めてまいります。
　ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

栃木市長　鈴木俊美

No.57

　市民の皆さん、こんにちは。

　市内の山々も少しずつ秋の色に染まり始め、
涼しさを感じる季節となりました。皆さま、いかが
お過ごしでしょうか？
　
　さて、今回は平成28年度の決算についてお話し
ます。

　市の「決算」とは、市にどれだけのお金が入っ
たのか（＝歳入）、そのお金が、どのようなことに
どれだけ使われたのか（＝歳出）を、年度ごとに
まとめたものです。

　昨年度の決算は、皆さんの生活全般に関係する
「一般会計」と、国民健康保険や下水道事業など
の「特別会計」を合わせた市の歳入の総額は、約
1,092億6,700万円、歳出の総額は約1,056億5,900万
円で、約36億800万円の黒字となりました。

　このうち一般会計の歳入は約662億6,500万円で、
前年度比約41億3,300万円、5.9%の減となりまし
た。主な要因としては、小中学校や保育所の整備
などが一段落し、市の借入金である「市債」が、
約21億6,900万円の減となったことです。
 加えて、国からの交付金である「地方交付税」
は、現在合併による特例措置を受けていますが、
これが段階的に縮減されていることなどから、
前年比約8億3,700万円の減となりました。

平成28年度の決算

「市民後見人養成講座入門編」「市民後見人養成講座入門編」
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市内最高齢者
（今年度106歳）
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　市民後見人活動は、地域における支え合い
の活動として、成年後見活動に「地域福祉」
「社会貢献」の視点をもって取り組む活動
です。認知症高齢者の増加などにより、成年
後見の新しい担い手として、市民後見人に
対する期待が高まっています。
　成年後見制度の正しい知識や制度を学んで、
身近な地域の支え合いに参加しませんか？

日　時　11月13日(月)、20日(月)、27日(月)
　　　　(全３回)各回10時～15時30分

場　所　栃木保健福祉センター(今泉町２丁目)

対　象　市民や親族後見として活動
　　　　したい方で、全日程を
　　　　受講できる方(弁護士・
　　　　司法書士・社会福祉士
　　　　等の専門職の資格を
　　　　持つ方を除く)

定　員　30人程度(申込多数の場合､市内在住･
　　　　在勤の方を優先）

費　用　無料

申　込　10月20日(金)～31日(火)までに問合
　　　　先へ来所または電話にて

問合先　栃木市成年後見サポートセンター
　　　　（栃木市社会福祉協議会内）
　　　　☎(22)4501
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相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。
市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。相談業務の案内

相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約 )

（弁護士が法的な見解等を助
言 )

11月10日（金）、24日（金）
12月8日（金）、22日（金）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

11 月 16日（木）
10時～ 12時

大平隣保館 2階相談室 /☎(43)6611
0120-46-7830

12 月 18日（月）
10時～ 12時

藤岡公民館 1 階 研修室 /
藤岡市民生活課☎ (62)0905

12 月 26日（火）
10時～ 12時

都賀総合支所 別館 2階 会議室 /
都賀市民生活課☎ (29)1124

11 月 28日（火）
10時～ 12時

西方総合支所 1 階 会議室 /
西方市民生活課☎ (92)0308

12 月 21日（木）
10時～ 12時

岩舟総合支所 1 階 相談室 /
岩舟市民生活課☎ (55)7763

○法律相談 ( 事前に要予約 )
※栃木市社会福祉協議会主催

11月7日(火)、21日(火)
9 時～ 12時

大平地域福祉センター ふるさとふれ
あい館 /社会福祉協議会大平支所
☎ (43)0294

〇宅地建物相談 (事前に要予約)
( 土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談 )

11 月 17日（金）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

○市民相談
(日常生活の問題など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

○消費生活相談 ( 商品やサー
ビスなど消費生活全般の相談 )

月～金曜日
9時～ 16時

入舟庁舎 /
消費生活センター☎ (23)8899

○合同相談
(行政相談・人権相談 )

　※移動県民相談も同時開設

11月14日（火）、28日（火）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

11 月 16日（木）※
10時～ 12時

大平総合支所 1 階 相談室 /
大平市民生活課☎ (43)9211

12 月 13日（水）
10時～ 12時

藤岡公民館 1 階 研修室 /
藤岡市民生活課☎ (62)0905

12 月 26日（火）
10時～ 12時

都賀総合支所 別館 2階 大会議室 /
都賀市民生活課☎ (29)1124

11 月 28日（火）※
13時 30分～15時 30分

西方総合支所 1 階 会議室 /
西方市民生活課☎ (92)0308

12 月 21日（木）
13時 30分～15時 30分

岩舟総合支所 1 階 相談室 /
岩舟市民生活課☎ (55)7763

○人権相談 月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

大平隣保館☎ (43)6611
0120-46-7830

厚生センター☎ (24)2444
人権・男女共同参画課☎ (21)2161

○いじめ相談電話
月～金曜日 9時～ 17時
※土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外
は留守番電話 ･FAX

本庁舎 /
青少年育成センター☎ (24)0667
FAX (21)2690

○青少年相談
(非行問題・不登校など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 /青少年育成センター
☎ (23)6566　FAX (21)2690

○家庭児童相談 (0 ～ 17 歳の
子どもとその家族 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 / 家庭児童相談室 ( 子育て支
援課内 )　☎ (21)2227

○ドメスティック・バイオレン
ス相談 (配偶者等からの暴力 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 /
子育て支援課☎ (21)2229

○障がい児者相談
(福祉サービスの利用・障がい
を理由とする差別・合理的配
慮及び虐待防止に関する相談 )

月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎 /
障がい児者相談支援センター (障がい
福祉課内 ) ☎ (21)2235、(21)2236、
(21)2208 FAX (21)2682

○就労支援相談(事前に要予約)

(40 歳未満の就労相談 )

第1・3月曜日13時～21時
第1・3土曜日17時～21時
( ※祝日を除く )

栃木勤労青少年ホーム☎ (22)3113

第2・4月曜日13時～21時
第1・3土曜日13時～16時
( ※祝日を除く )

大平勤労青少年ホーム☎ (43)5191

思川開発事業とは？
　利根川水系渡良瀬川の支川である思川の上流部南摩川に南摩ダムを建設
し、洪水調節、河川環境の保全等のために必要な水量確保のほか、水道用
水といった利水機能を持つ事業で、平成２８年に
国において事業継続が決定しました。
　洪水調節、河川水量の確保については、国、茨
城県、栃木県、埼玉県、千葉県、東京都が参画し、
水道用水である利水には、栃木県、鹿沼市、小山市、
茨城県古河市、五霞町、埼玉県、北千葉広域水道
企業団が参画しています。

県が参画している理由は？
　県は、県南地域（栃木市、下野市、壬生町、野木町）の水道水源の高い
地下水依存率や、地下水の汲み上げ過ぎによる地盤沈下の可能性、さらに
地下水汚染による利用制限の実例等の状況から、地下水のみに依存し続け
ることは望ましくないと考え、将来にわたり安全な水道水の安定供給を確
保するためにも、地下水と表流水のバランスを取れるようにしておくべき
であると考えています。栃木市や他の県南地域の市町は、県のこのような
考え方に理解を示しています。

市等が県の考え方に理解を示す理由は？
　現在、市は飲料水の 100%を地下水に依存しており、河川等の表流水
を使う権利を持っていませんが、次の理由から、これからは表流水を使う
権利も確保しておくことが望ましいと考えています。

●市は、地盤沈下や地下水汚染等も経験しています。今後も安心な水の

確保のための危機管理を進める必要があります。
●一部地域では地下水の水質が悪く、飲料水として用いるために、現在
でも薬剤による浄化をしています。将来の水に対する不安を解消する
必要があります。
●市は、産業団地の造成や分譲を進めていますが、進出する企業等に対
し、必要な水を安定的に供給するためにも水の確保は必要です。

具体的な協議はこれからです
　県は、将来的には思川から取水・浄化した水を、県南の市や町に供給す
る用水供給事業を予定していますが、市がその供給を受けることになった
場合の水道料金等は、まだ全く決まっていません。
　それらについては、今後、市も参加している県南広域的水道整備協議会
等において具体的に協議されることになります。

今後の見通し
　市が現在策定中である今後10年間を見据えた「水道ビジョン」計画で
は、水源は地下水のみを前提として進めています。従って、まだ暫くは地
下水に100%依存することになります。

　今後、県や関係市町と具体的な協議を行う段階
になりましたら、市民の皆様にお知らせする とと
もに、ご意見も伺って参ります。

問合先　総合政策課　☎（21)2301

  ～思川開発事業と本市のかかわりについて～

北朝鮮ミサイル発射に伴う本市の対応

全国瞬時警報システムの全国一斉情報伝達訓練を行います

　８月２９日（火）早朝、北朝鮮からミサイルが発射された際に、「全国瞬
時警報システム（Ｊアラート）」に自動連動して、屋外スピーカーにより市
民の皆様にその情報をお知らせすべきところ、機器が作動しませんでした。
これは、国のミサイル関連情報の配信信号の変更に、市の放送システムが対
応できていなかったことが原因です。
　この事態を受け、現在、放送システムの早急な改修に取り組んでいます。
なお、改修が完了するまでの間の緊急事態に備え、職員が手動操作で放送す
ることで万全を期しています。

　こうした中、９月１５日（金）早朝、再び北朝鮮からミサイルが発射され
た際には、Ｊアラートの配信を受けて、手動操作により放送を実施しました。
しかし、その際、市の放送システムが利用している携帯電話通信網において、
通信経路に一時的に過大な負荷がかかったことにより放送ができなかったス
ピーカーが３１か所あったことが判明しました。この件につきましても、現
在、システム開発会社により、早急な改善を進めているところです。

　また、９月１６日（土）正午ごろ、放送システムの改修作業中に、施工業
者が各機器の連動を確認しようとしたところ、誤ってサイレン音を放送して
しまうという事故が発生しました。今後につきましては、改修作業や点検等
で確認テストをする際は、あらかじめサイレン等が鳴る場合があることをお
知らせするなどの対応を心がけます。
　北朝鮮のミサイル発射に伴う屋外スピーカーの一連の対応につきまして
は、市民の皆様に度重なるご迷惑等をおかけしてしまいましたことを、深く
お詫び申し上げます。

　Ｊアラートの情報伝達訓練を、下記の日程で全国一斉に行います。当日は、
下記の機器等にて、Jアラートのテスト放送が流れます。ご理解とご協力を
お願いします。
訓練日時　　11月 14日 ( 火 )　11時頃
放送内容　「上りチャイム+これは Jアラートのテストです。+下りチャイ
ム」を3回繰り返します。
放送される機器等　〇屋外スピーカー（市内110か所）　〇防災ラジオ（自
動起動して放送します）　〇 FMくらら857緊急割込み放送

問合先　危機管理課　☎ (21) ２５５１
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栃
木
市
消
防
庁
舎
整
備
基
本

構
想
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

　
老
朽
化
し
た
市
の
消
防
庁
舎

を
整
備
し
市
民
の
安
全
安
心
を

確
保
す
る
た
め
「
栃
木
市
消
防

庁
舎
整
備
基
本
構
想
」
の
素
案

を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
素
案

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
在
住
、在
勤
、在
学

の
方
／
市
内
に
事
業
所
等
を
有

す
る
個
人
、
法
人
等
／
市
税
の

納
税
義
務
者
／
本
市
施
策
に
利

害
関
係
を
有
す
る
方

閲
覧
期
間　
11
月
20
日（
月
）ま
で

閲
覧
場
所　
消
防
本
部
消
防
総

務
課（
消
防
本
部
別
館
２
階
）、

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー（
本
庁
舎

４
階
）、各
総
合
支
所
地
域
づ
く

り
推
進
課
、
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
書
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
。
11
月
20
日（
月
）必
着

直
接
提
出　
消
防
本
部
消
防
総
務

課
、総
務
課（
本
庁
舎
３
階
）、各
総

合
支
所
地
域
づ
く
り
推
進
課
窓
口

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

郵
送　

〒
３
２
８-

０
０
１
２

平
柳
町
１-

34-

５ 

栃
木
市

消
防
本
部
消
防
総
務
課 

あ
て

FAX  

（22）
６
７
６
６

✉fd-soumu@city.tochigi.lg.jp

そ
の
他　
提
出
さ
れ
た
意
見
等

は
後
日
公
表
し
ま
す
。（
住
所･

氏
名
等
は
非
公
表
） 

意
見
に
対

す
る
個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問 

消
防
総
務
課
☎

（23）
３
５
２
７

第
２
次
栃
木
市
消
費
生
活
基
本

計
画（
素
案
）に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

市
で
は
市
民
の
消
費
生
活
の

安
定
と
向
上
を
図
る
た
め「
第
２

次
栃
木
市
消
費
生
活
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。こ
の
計
画
に
対

す
る
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
在
住
、在
勤
、在
学

の
方
／
市
内
に
事
業
所
等
を
有

す
る
個
人
、
法
人
等
／
市
税
の

納
税
義
務
者
／
本
市
施
策
に
利

害
関
係
を
有
す
る
方

閲
覧
期
間　

11
月
１
日
（
水
）

～
30
日
（
木
）

閲
覧
場
所　

市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
（
本
庁
舎
４
階 

）、
市
民

生
活
課
（
同
２
階
）、
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
、各
公
民
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
書
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
。
11
月
30
日（
木
）必
着

直
接
提
出　

市
民
生
活
課
、各
市

民
生
活
課
ま
た
は
各
公
民
館
窓
口

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

郵
送 

〒
３
２
８
‐
８
６
８
６
（
住

所
不
要
）栃
木
市
市
民
生
活
課
あ
て

FAX 

（21）
２
６
７
８

✉simin01@
city.tochigi.lg.jp

そ
の
他　
提
出
さ
れ
た
意
見
等

は
後
日
公
表
し
ま
す
。（
住
所・氏

名
等
は
非
公
表
）意
見
に
対
す
る

個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問 

市
民
生
活
課
☎

（21）
２
１
２
１

栃
木
市
環
境
基
本
計
画
改
訂
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

　

市
で
は
「
環
境
基
本
計
画
」

の
改
訂
の
た
め
、
市
民
や
事
業

者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
改

訂
案
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
改
訂
案
に
対
す
る
皆
さ
ん

の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
在
住
、在
勤
、在
学

の
方
／
市
内
に
事
業
所
等
を
有

す
る
個
人
、
法
人
等
／
市
税
の

納
税
義
務
者
／
本
市
施
策
に
利

害
関
係
を
有
す
る
方

閲
覧
期
間　

10
月
24
日
（
火
）

～
11
月
22
日
（
水
）

閲
覧
場
所　

市
政
情
報
セ
ン

タ
ー（
本
庁
舎
４
階
）、環
境
課

（
同
２
階
）、各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法　

閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
書
式（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
。11
月
22
日（
水
）必
着

直
接
提
出　
環
境
課
、
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
（
平
日
８
時

30
分
～
17
時
15
分
）

郵
送　

〒
３
２
８
‐
８
６
８
６

（
住
所
不
要
）栃
木
市
環
境
課
あ
て

FAX 

（21）
２
６
９
２

✉kankyou@city.tochigi.lg.jp

そ
の
他　

提
出
さ
れ
た
意
見
等

は
後
日
公
表
し
ま
す
。（
住
所・氏

名
等
は
非
公
表
）意
見
に
対
す
る

個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問 

環
境
課
☎

（21）
２
１
４
１

物
品
購
入
等
業
者
登
録
の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　
市
が
発
注
す
る
物
品
等
の
納

入
、
業
務
委
託
の
受
注
を
希
望

さ
れ
る
方
は
名
簿
へ
の
登
録
が

必
要
で
す
。
現
在
未
登
録
の
方

で
、
平
成
30
年
度
に
入
札
参
加

を
希
望
す
る
方
は
、
①
物
品
購

入
等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

に
、
１
回
あ
た
り
50
万
円
未
満

の
小
規
模
な
取
引
を
希
望
す
る

市
内
業
者
は
②
小
規
模
物
品
等

契
約
希
望
者
登
録
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。（
両
方
に
登
録
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

い
ず
れ
の
制
度
も
申
請
す
る
こ

と
で
指
名
を
約
束
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

①
物
品
購
入
等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

　
事
務
機
器
、
車
両
、
建
設
資

材
な
ど
の
物
品
の
納
入
、
施
設

の
保
守
点
検
、
運
送
な
ど
の
業

務
委
託
の
入
札
に
参
加
を
希
望

す
る
方
の
登
録
制
度
で
す
。

受
付
期
間　

11
月
20
日
（
月
）

～
12
月
８
日
（
金
）
の
開
庁
日

提
出
書
類
等　
申
請
書
類
等
一

式
、
税
の
証
明
書
及
び
法
人
登

記
の
写
し
、
希
望
す
る
業
種
を

履
行
す
る
た
め
に
必
要
な
資

格
、
免
許
等
を
証
明
す
る
書
類

の
写
し
な
ど
。
申
請
書
類
は
11

月
上
旬
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。

登
録
有
効
期
間　
平
成
30
年
４

月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

②
小
規
模
物
品
等
契
約
希
望
者
登
録

　
１
回
の
取
引
金
額
が
50
万
円

未
満
に
限
ら
れ
、
入
札
に
な
る

よ
う
な
比
較
的
規
模
の
大
き
い

取
引
は
で
き
ま
せ
ん
。例
え
ば
、

少
額
の
事
務
用
品
、
給
食
の
食

材
の
納
品
な
ど
を
行
う
事
業
者

向
け
の
制
度
と
な
り
ま
す
。

受
付
期
間　
開
庁
日
に
随
時

提
出
書
類
等　
申
請
書
類
等
一

式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）、
市
税
の
完
納
証
明
書
、

希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た

め
に
必
要
な
資
格
、
免
許
等
を

証
明
す
る
書
類
の
写
し

登
録
有
効
期
間　

 

平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で

①
②
共
通

申
請
方
法

直
接
提
出　
契
約
検
査
課
窓
口

（
本
庁
舎
３
階
３
Ｃ-

７
番
窓
口
）

郵
送　

〒
３
２
８-

８
６
８
６

（
住
所
不
要
）
栃
木
市
契
約
検

査
課
あ
て

問 

契
約
検
査
課
☎

（21）
２
３
６
１

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動（
11
月
12
日~

25
日
）

　
配
偶
者
や
交
際
相
手
等
か
ら

の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
性
犯
罪
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
人
権
を

著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず

相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
８-

６
６
５-

８
７
２
０

栃
木
警
察
署 

☎
（25）
０
１
１
０

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ハ
ウ
ス
と
ち
ぎ　

☎
０
２
８-

６
２
１-

９
９
９
３

サ
バ
イ
バ
ル
ネ
ッ
ト
・
ラ
イ
フ　

☎
０
２
８
５-

２
４-

５
１
９
２

栃
木
県
警
察
本
部
県
民
相
談
室　

☎
０
２
８-

６
２
７-

９
１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
宇
都
宮
地
方
法
務
局
）　

☎
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
相
談
（
子
育
て
支
援
課
）　

☎
（21）
２
２
２
９

問 
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　
☎

（21）
２
１
６
２

平
成
30
年
度
学
童
保
育
利
用

申
込
受
付

対
象　

栃
中
央
小
、
栃
三
小
、

栃
四
小
、
栃
五
小
、
南
小
、
大

宮
北
小
、
吹
上
小
、
皆
川
城
東

小
、
千
塚
小
並
び
に
大
平
、
藤

岡
、
都
賀
、
岩
舟
地
域
内
各
小

学
校
通
学
区
域
内
学
童
保
育

申
込　
11
月
13
日（
月
）～
24
日

（
金
） に
申
込
用
紙
（
市
役
所
本

庁
舎
、
各
総
合
支
所
及
び
各
学

童
保
育
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）
を
問
合
先
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
に
提
出

※
定
員
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
し
込
み
し
て
も
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

子
育
て
支
援
課　☎

（21）
２
２
２
３

11
月
９
日
は﹃
１
１
９
番
の
日
﹄

　
１
１
９
番
は
、
火
災・救
急・

救
助
な
ど
の
災
害
を
通
報
す
る

為
の
通
報
回
線
で
す
。
通
報
時

は
慌
て
ず
、
消
防
車
や
救
急
車

が
向
か
う
住
所
や
近
く
の
目
標

物
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
間
違

え
て
１
１
９
番
に
か
け
て
し

ま
っ
た
時
は﹃
間
違
え
ま
し
た
﹄

と
必
ず
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
無

言
で
電
話
が
切
れ
た
場
合
﹃
何

か
あ
っ
た
の
で
は
？
﹄と
考
え
、

確
認
で
き
る
ま
で
呼
び
返
し
を

し
ま
す
。
ま
た
﹃
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
さ
な
い
で
来
て
く
だ
さ

い
﹄
と
希
望
す
る
方
が
い
ま
す

が
、
緊
急
車
両
は
法
律
上
、
赤

色
灯
を
付
け
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら

し
て
走
行
す
る
よ
う
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

問　
市
消
防
本
部
通
信
指
令
課

☎
（22）
０
１
１
９
（
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
後
６
番
）

予
防
救
急
　
事
故
の
原
因
を

知
っ
て
対
策
を
し
よ
う 

　

高
齢
者
と
子
ど
も
の
事
故

は
、
１
位
が
転
倒
、
２
位
が
階

段
等
か
ら
の
転
落
、
３
位
が
食

べ
物
等
を
詰
ま
ら
せ
る
窒
息
と

普
段
の
生
活
で
も
よ
く
あ
る
事

故
で
す
が
一
歩
間
違
え
る
と
命

に
関
わ
る
よ
う
な
事
故
に
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
が
少

し
で
も
減
ら
せ
る
よ
う
家
族
で

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
市
消
防

本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹃
予
防
救

急
﹄を
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

市
消
防
本
部
警
防
課
☎

（22）

０
１
１
９（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
４
番
）

「
家
庭
用
品
品
質
表
示
法
」

及
び「
消
費
生
活
用
製
品
安

全
法
」に
基
づ
く
立
入
検
査

　
市
で
は
、
市
内
小
売
店
を
対

象
に
、
家
庭
用
品
品
質
表
示
法

に
基
づ
く
表
示
の
有
無
、
表
示

方
法
が
適
正
か
、
小
売
店
の
表

示
に
対
す
る
意
識
等
は
正
し
い

か
等
の
立
入
検
査
と
、
消
費
生

活
用
品
製
品
安
全
法
に
基
づ
く

特
定
製
品
に
対
す
る
Ｐ
Ｓ
Ｃ

マ
ー
ク
の
表
示
の
有
無
と
表
示

状
況
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
期
間
中
、
立
入
検
査
証
を

携
帯
し
た
市
職
員
が
訪
問
し
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
時
期　
12
月
～
平
成
30
年

１
月
末

問 

市
民
生
活
課
☎

（21）
２
１
２
１

岩舟総合支所

西方総合支所

都賀総合支所

藤岡総合支所

大平総合支所

本庁

〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751
FAX55-4910

〒322-0692
　西方町本城1
☎92-0300
FAX92-2611

〒328-0192
　都賀町家中5982-1
☎29-1100
FAX28-0169

〒323-1192
　藤岡町藤岡1022-5
☎62-0900
FAX62-4625

〒329-4492
　大平町富田558
☎43-9205
FAX43-8818

〒328-8686
　万町9-25
☎21-2316
FAX21-2673

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535

 

お
知
ら
せ 
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間 

〝
い
ち
は
や
く 

知
ら
せ
る
勇
気 

　
　
　
　
　

       

つ
な
ぐ
声
〟　

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
人

権
を
著
し
く
侵
害
し
、
心
身
の

成
長
や
人
格
の
形
成
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
子
ど

も
の
立
場
が
最
優
先
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

児
童
虐
待
の
例

身
体
的
虐
待　
な
ぐ
る
、け
る
、

熱
湯
を
か
け
る 

な
ど

心
理
的
虐
待　
言
葉
に
よ
る
お

ど
か
し
、他
の
き
ょ
う
だ
い
と

著
し
く
差
別
す
る
、夫
婦
間
の

暴
力
を
子
ど
も
に
見
せ
る 

な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト（
養
育
の
怠
慢
・
拒
否
）

食
事
を
与
え
な
い
、
入
浴
さ
せ

な
い 

な
ど

性
的
虐
待　
性
的
行
為
を
強
要

す
る 

な
ど

〇
ち
ょ
っ
と
し
た
「
目
配
り
」

「
気
配
り
」
で
、
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
救
え
ま
す
。
子
ど
も
の

不
自
然
な
傷
・
表
情
・
行
動
や
、

保
護
者
の
不
自
然
な
言
動
に
気

づ
い
て
く
だ
さ
い
。

〇
相
談
（
通
告
）
は
、
虐
待
者

の
処
罰
の
た
め
で
は
な
く
、
問

題
を
抱
え
て
い
る
家
庭
を
支
援

し
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。
相
談
（
通

告
）者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

〇
子
育
て
で
悩
み
が
あ
り
ま
し

た
ら
相
談
く
だ
さ
い
。
一
緒
に

よ
い
方
法
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

相
談
・
通
告
先 

子
育
て
支
援
課
☎

（21）
２
２
２
６

と
ち
介
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン

日
時　
11
月
23
日
（
木
）
10
時

～
10
時
30
分

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
東

武
西
側
入
口
前

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
講
演
会(

児

童
虐
待
防
止
講
演
会
）

日
時　
11
月
24
日
（
金
）
14
時

～
16
時

場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）

講
師　
畠
山
由
美
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ　
　
　
　
　
　

法
人
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
代
表
）

問 

子
育
て
支
援
課
☎

（21）
２
２
２
６

11
月
は「
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
」～
支
え
よ
う 

輝
く
ひ
と
の 

夢
み
ら
い
～

　
青
少
年
が
新
し
い
時
代
の
担

い
手
と
し
て
、
健
や
か
に
た
く

ま
し
く
成
長
し
て
い
く
に
は
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
、
職
場
な

ど
の
地
域
社
会
全
体
で
行
動
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
、
青
少
年
の
健
全
育

成
を
改
め
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

〇
毎
月
第
３
日
曜
日
「
家
庭
の

日
」
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

〇
子
ど
も
た
ち
を
有
害
環
境
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

〇
「
声
か
け
運
動
」
を
推
進
し

ま
し
ょ
う
。

○
市
青
少
年
問
題
協
議
会
で

は
、
よ
り
良
い
社
会
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
る
模
範
児
童
生
徒

を
表
彰
し
、
応
援
し
ま
す
。

困
っ
た
時
に
は
青
少
年
育
成
セ

ン
タ
ー
へ

　
身
体
の
こ
と
、家
族
の
こ
と
、

「
誰
に
も
言
え
な
か
っ
た
」
心

配
な
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間　
平
日
９
時
～
17
時

問 

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
内
）☎

（23）
６
５
６
６

平
成
30
年
版
県
民
手
帳
の
販
売

　
11
月
上
旬
よ
り
、
市
内
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
お
よ

び
一
部
書
店
に
て
販
売
さ
れ

ま
す
。
価
格
は
ポ
ケ
ッ
ト
判

４
３
２
円
／
通
常
判
５
４
０
円

（
税
込
）
で
す
。

問 

総
合
政
策
課
☎

（21）
２
３
０
６

栃
木
県
統
計
協
会（
県
統
計
課
内
）

☎
０
２
８
‐
６
２
３
‐
２
２
５
２

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」は
、年
末
調
整
・

確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
・
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
で
す
。
そ
の
年
の
１

月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
に
納

付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

控
除
を
受
け
る
に
は
、
納
付
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
月
１
日
～
９
月
30
日
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方

に
は
、
11
月
上
旬
に
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
、
日
本
年
金
機

構
本
部
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
10
月
１
日
～
12
月
31
日

に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
方
に
は
、
来
年

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書（
ま
た
は

領
収
証
書
）を
添
付
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
た
場
合
も
、
本

人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族
あ

て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を

添
付
し
、申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

中
高
年
者
合
同
就
職
面
接
会

　
地
元
の
企
業
約
20
社
が
参
加

し
、
複
数
の
企
業
と
面
接
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
就
職
相
談

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

日
時　
11
月
13
日
（
月
）
13
時

30
分
～
16
時
（
受
付
13
時
～
）

場
所　
サ
ン
プ
ラ
ザ （
片
柳
町
）

対
象　
40
歳
以
上
の
求
職
者
の
方

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
栃
木

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
４
１
３
５

商
工
振
興
課　
☎

（21）
２
３
７
１

栃
木
市
の
未
来
は
こ
う
な
っ
て
ほ
し
い
！
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
い
る
こ
と
、
ふ
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

「
市
長
へ
の
ア
イ
デ
ア
直
通
便
」 

～
あ
な
た
が
創
造
す
る 

　

  〝
未
来
都
市
〟
と
ち
ぎ
～

　
栃
木
市
の
未
来
は
こ
う
な
っ

て
い
て
ほ
し
い
！
皆
さ
ん
が
、

日
頃
か
ら
考
え
て
い
る
こ
と
を

実
現
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

記
入
の
仕
方

「
○
○
○
で
実
現
す
る
未
来
都

市
栃
木
」
⇓
あ
な
た
の
ア
イ
デ

ア
に
題
名
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

内
容
⇓
ア
イ
デ
ア
の
ポ
イ
ン

ト
、
実
現
し
た
際
の
栃
木
市
の

効
果
、
実
現
の
た
め
の
問
題
点

な
ど
、
具
体
的
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

送
付
方
法

　
上
の
封
書
（
７
・８
ペ
ー
ジ
）

を
切
り
取
り
、
投
函
く
だ
さ
い

（
切
手
不
要
）。
市
販
の
は
が
き

や
封
書
を
利
用
し
て
も
構
い
ま

せ
ん
（
切
手
必
要
）

ア
イ
デ
ア
の
取
り
扱
い

・
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
は
、

原
則
、
市
よ
り
回
答
し
ま
す
。

な
お
、
匿
名
で
の
送
付
や
、
誹

謗
中
傷
等
に
は
回
答
い
た
し
か

ね
ま
す
の
で
了
承
く
だ
さ
い
。

・
回
答
不
要
の
方
は
記
入
欄
□
に

チ
ェ
ッ
ク
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

・
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ

ア
の
一
部
を
広
報
と
ち
ぎ
で
紹

介
し
ま
す
。
掲
載
の
際
、
氏
名

は
公
表
し
ま
せ
ん
。
掲
載
を
希

望
し
な
い
方
は
、
記
入
欄
□
に

チ
ェ
ッ
ク
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

・
内
容
に
よ
っ
て
は
、
県
や
国

な
ど
の
ほ
か
の
機
関
に
引
き
継

ぐ
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

　
11
月
30
日
（
木
）
ま
で

問
合
先　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課

　
☎

(21)
２
３
１
７
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11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は 

　
　
　
　
　
　
「
年
金
の
日
」

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、

い
つ
で
も
年
金
記
録
を
確
認
で

き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の

年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ

タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
す
る
か
、
問
合
先
へ
。

問 

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

栃
木
年
金
事
務
所
☎

（22）
４
１
３
１

平
成
29
年
分　

給
与
所
得
者

に
係
る
年
末
調
整
等
説
明
会

　
「
年
末
調
整
の
し
か
た
」
や

「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等

の
法
定
調
書
の
作
成
と
提
出
の

手
引
」
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
て
説
明
し
ま
す
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
、
11
月
上
旬
に
各
徴

収
義
務
者
へ
送
付
予
定
で
す
の

で
、
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
24
日
（
金
）
10
時

～
12
時
、
14
時
～
16
時

場
所　
栃
木
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
（
旭
町
）

対
象　
栃
木
市
、
壬
生
町
を
納

税
地
と
す
る
源
泉
徴
収
義
務
者

※
都
合
に
よ
り
出
席
で
き
な
い

場
合
、
11
月
22
日
（
水
）
小
山

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
（
小
山
市

中
央
町
）
の
説
明
会
に
出
席
で

き
ま
す
。（
開
催
時
間
：
10
時

～
12
時
、
14
時
～
16
時
）

問 

栃
木
税
務
署
☎

（22）
０
８
８
５

市
民
税
課　
☎

（21）
２
２
６
５

自
家
消
費
用
食
品
の 

　
　

放
射
性
物
質
簡
易
検
査

検
査
対
象　
自
家
消
費
用
食
品

（
主
に
家
庭
菜
園
で
収
穫
し
た

野
菜
、
果
実
、
穀
類
等
）

※
対
象
外
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
電
話
で
確
認
く
だ

さ
い
（
販
売
用
は
対
象
外
）

※
少
量
の
場
合
は
検
査
で
き
ま

せ
ん
（
正
味
１
㎏
以
上
必
要
）

※
証
明
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
。

結
果
は
そ
の
場
で
お
伝
え
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
検
査
を
希

望
す
る
方
（
法
人
は
除
く
）

検
査
で
き
る
数　
１
人
１
回
あ

た
り
１
検
体

費
用　
無
料

申
込　
問
合
先
へ
直
接
（
平
日

９
時
～
16
時
）
※
電
話
不
可

問 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
入

舟
庁
舎
）
☎

（23）
８
８
９
９

栃
木
市
斎
場
再
整
備
事
業
に
係
る

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査
結
果

　
市
で
は
、
斎
場
再
整
備
に
あ

た
り
、
民
間
活
力
を
活
用
し
、

設
計
か
ら
運
営
ま
で
を
一
括
発

注
し
て
事
業
を
行
う
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
等
」
の
導
入
が
可
能
で
あ

る
か
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
等
」
の

効
果
が
確
認
で
き
る
た
め
、
民

間
活
力
を
導
入
し
、
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
詳

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

問 

斎
場
整
備
室
☎

（21）
２
４
２
８

消
防
設
備
士
試
験

期
日　
平
成
30
年
２
月
11
日（
日
）

場
所　
県
立
宇
都
宮
工
業
高
等

学
校
（
宇
都
宮
市
雀
宮
町
）

受
験
資
格　
甲
種:

資
格
が
必

要
／
乙
種:

資
格
必
要
な
し

試
験
手
数
料　

甲
種　
５
，
０
０
０
円

乙
種　
３
，
４
０
０
円

申
請
期
間

電
子
申
請　

11
月
24
日
（
金
）

～
12
月
５
日
（
火
）

書
面
申
請　

11
月
27
日
（
月
）

～
12
月
８
日
（
金
）

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
栃
木
県
支
部　

☎
０
２
８
‐
６
２
４
‐
１
０
２
２

市
消
防
本
部
予
防
課
☎

（22）
０
０
７
２

南
小
学
校
の
夜
間
照
明
施
設

が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　
老
朽
化
し
た
南
小
学
校
（
沼

和
田
町
）
の
夜
間
照
明
施
設
の

更
新
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
本

施
設
は
（
独
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
助
成
金
を
受
け
て
整
備

さ
れ
ま
し
た
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
（25）
０
９
３
０

寄
付
の
御
礼

九
州
豪
雨
災
害
に
あ
た
た
か
い
お
見

舞
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
心
温
ま

る
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
８

月
31
日
現
在
で
総
額
43
万
３
，

９
５
９
円
に
な
り
ま
し
た
。
義

援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通

じ
て
、
そ
の
全
額
が
被
災
し
た

方
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

問 

財
政
課　
☎

（21）
２
３
２
３

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
政
振
興
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
、
熊
倉
猛
様
よ
り
、

１
０
０
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

問 

財
政
課　
☎

（21）
２
３
２
１

地
域
福
祉
基
金
へ
の
寄
附
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
福
祉
の
増
進
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
、
地
域
福
祉
基
金
へ
の

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
異
業
種
交
流 

四
ッ
葉
会 

様

　
２
０
，
０
０
０
円

・
栃
木
第
五
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ラ

オ
ケ
会 

様  

４
３
，
７
０
７
円

問 

福
祉
総
務
課
☎

（21）
２
２
０
１

４７
差

出
有

効
期

間
平

成
29年

12月
31日

ま
で

受
付
期
間
は
平
成
29
年
11
月
30
日
（
木
）
ま
で
で
す
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自
衛
官
候
補
生
・
陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
採
用
試
験

自
衛
官
候
補
生

日
時　

12
月
２
日
（
土
）・
３

日
（
日
）

場
所　
陸
上
自
衛
隊
北
宇
都
宮

駐
屯
地
（
宇
都
宮
市
）

対
象　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
子

試
験
科
目　
筆
記
試
験（
国
語
、

数
学
、
社
会
及
び
作
文
）、
口

述
試
験
及
び
身
体
検
査

申
込　
11
月
28
日
（
火
）
ま
で

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

日
時　
１
次
試
験　
平
成
30
年

１
月
20
日
（
土
）

場
所　
宇
都
宮
地
方
合
同
庁
舎

（
宇
都
宮
市
）

対
象　
中
学
校
卒
業
者
（
見
込

み
含
）
で
15
歳
以
上
17
歳
未
満

の
男
子
※
平
成
13
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
者

試
験
科
目　
国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
英
語
、
作
文

申
込　
11
月
１
日
（
水
）
～
平

成
30
年
１
月
９
日
（
火
）

問 

自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

☎
０
２
８
５
‐
２
５
‐
４
７
６
３

募

集

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
広
告
掲
載
募
集

　
平
成
30
年
度
版
ご
み
と
資
源

の
収
集
日
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載

す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

作
成
予
定
枚　

７
２
，
０
０
０
枚

規
格　
Ｂ
３
両
面
カ
ラ
ー
刷
り

配
布
方
法　
広
報
と
ち
ぎ
３
月

号
（
平
成
30
年
２
月
20
日
発
行

予
定
）
に
て
全
戸
折
込
み
の
ほ

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

広
告
サ
イ
ズ　
カ
ラ
ー
縦
45
㎜

×
横
86
㎜
（
１
枠
）

広
告
掲
載
位
置　
カ
レ
ン
ダ
ー

下
方
部
分
。１
枠
の
申
込
み
で
、

両
面
に
１
箇
所
ず
つ
同
内
容
を

掲
載

募
集
枠
数　
８
枠
（
抽
選
制
）

掲
載
料
金　
１
枠
８
万
円

受
付
期
間　

11
月
10
日
（
金
）

ま
で

申
込　
広
告
募
集
仕
様
書
を
確

認
の
う
え
、
申
込
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
と
広
告
の

原
稿
（
カ
ラ
ー
刷
り
）
を
添
え

て
問
合
先
へ
提
出

問 
環
境
課
☎

（21）
２
１
４
５

平
成
30
年
度
栃
木
市
ゆ
め
応

援
・
住
ま
い
る
奨
学
生
募
集

募
集
期
間　

11
月
13
日
（
月
）

～
平
成
30
年
１
月
26
日
（
金
）

対
象　
本
市
に
６
か
月
以
上
住

所
を
有
す
る
方
が
扶
養
す
る
方

ま
た
は
平
成
30
年
４
月
に
市
内

高
等
学
校
・
大
学
等
に
進
学
ま

た
は
在
学
し
、
修
学
に
意
欲
が

あ
り
品
行
方
正
で
あ
る
方
で
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
で
あ
り
、
連
帯
保
証
人
を
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
方

ゆ
め
応
援
奨
学
金

　
高
等
学
校
以
上
に
入
学
予
定

ま
た
は
在
学
中
で
、
他
の
奨
学

金
の
貸
付
を
受
け
て
い
な
い
方

募
集
定
員　
20
人
以
内

貸
与
額
（
月
額
）
無
利
子

〇
高
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程

１
２
，０
０
０
円

〇
専
修
学
校
専
門
課
程
、短
大
、

大
学

・
自
宅
通
学 

３
０
，０
０
０
円

・
自
宅
外
通
学 

４
０
，０
０
０

円※
卒
業
後
、
１
年
間
の
猶
予
期

間
を
経
て
返
還
が
開
始

住
ま
い
る
奨
学
金

　
高
等
専
門
学
校
（
第
４
学
年

以
上
及
び
専
攻
科
）・
短
大
・

大
学・専
門
学
校
（
専
門
課
程
）

に
入
学
予
定
ま
た
は
在
学
中
の

方
で
、
卒
業
後
、
市
内
に
定
住

す
る
意
思
の
あ
る
方　

募
集
定
員　
50
人
以
内

貸
与
額
（
月
額
）

２
０
，
０
０
０
円
（
卒
業
後
の

一
定
期
間
を
市
内
に
在
住
し
た

場
合
に
奨
学
金
返
還
を
免
除
）

問 

教
育
総
務
課
☎

（21）
２
４
６
１

特
定
任
期
付
職
員（
弁
護
士
）募
集

募
集
人
数　
１
人

応
募
資
格
等　
次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
方

・
弁
護
士
名
簿
に
登
録
し
て
い

る
ま
た
は
採
用
後
速
や
か
に
弁

護
士
名
簿
へ
の
登
録
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
け
る
方

・
司
法
修
習
を
終
了
し
て
い
る

ま
た
は
司
法
修
習
終
了
見
込
み

の
方

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
定

め
る
欠
格
条
項
及
び
弁
護
士
法

第
７
条
に
定
め
る
欠
格
事
由
に

該
当
し
な
い
方

任
期　
平
成
30
年
４
月
１
日
～

平
成
33
年
３
月
31
日

勤
務　
平
日:

８
時
30
分
～
17

時
15
分

選
考
方
法　
書
類
審
査
、
面
接

面
接
審
査
日　
12
月
27
日（
水
）

会
場　
市
役
所
本
庁
舎（
万
町
）

申
込　
12
月
８
日（
金
）必
着
、

詳
細
は
、募
集
要
項（
市
役
所
本

庁
舎
１
階
総
合
案
内
、職
員
課

で
配
布
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

職
員
課　
☎

（21）
２
３
５
１

（
業
務
内
容
は

　
総
務
課 

☎
（21）
２
３
４
５
へ
）

学
童
保
育
支
援
員
募
集

資
格　
普
通
自
動
車
免
許
（
保

育
士
、
教
員
免
許
等
の
有
資
格

者
を
優
先
）

雇
用
期
間　
任
用
開
始
日
か
ら

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
（
勤

務
成
績
等
に
よ
り
更
新
有
）

勤
務　

平
日:

14
時
～
19
時
の

間
の
４
～
５
時
間（
シ
フ
ト
制
、

変
動
有
）

学
校
休
業
日:

７
時
30
分
～
19

時
の
間
の
７
時
間
45
分
程
度

（
シ
フ
ト
制
、
変
動
有
） 

勤
務
日
数　
月
曜
～
土
曜
日
の

う
ち
４
日
～
５
日（
シ
フ
ト
制
）

勤
務
地　
市
内
公
営
学
童
保
育  

賃
金　

時
給
８
５
０
円
～
１
，

０
８
４
円

申
込　
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、

資
格
証
等
の
写
し
を
問
合
先
へ

（
郵
送
可
）

選
考
方
法　
書
類
審
査
及
び
面

接
（
面
接
日
は
応
募
さ
れ
た
方

に
後
日
連
絡
）

問 

子
育
て
支
援
課　☎

（21）
２
２
２
３

入
居
者
募
集
情
報

市
営
住
宅

平
井
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　
１

戸
（
４
階
）
※
単
身
者
入
居
可

大
宮
市
営
住
宅　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸（
３
階
）※
単
身
者
入
居
可

川
原
田
市
営
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　
１
戸
（
４
階
）
※
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
付
き

３
Ｄ
Ｋ　
１
戸
（
３
階
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ
イ

ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得
月

額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
78
．
45
平
方
㍍
）　

１
戸　
家
賃
６
万
９
千
円
／
月

３
Ｄ
Ｋ　
（
70
．
23
平
方
㍍
）　

１
戸　
家
賃
６
万
５
千
円
／
月

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　
３
Ｄ

Ｋ　
（
73
．
77
平
方
㍍
）　
２
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

共
通
事
項

申
込
期
間　

11
月
６
日
（
月
）

～
10
日
（
金
）　

８
時
30
分
～

17
時　

入
居
日　
12
月
１
日
（
金
）

※
駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、

家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金
（
月

２
，
７
０
０
円
／
台
）
が
か
か

り
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
、
募
集
住
戸
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
問
合
先
へ
。

問 

住
宅
課
☎

（21）
２
４
５
３

催

し

栃
木
市
教
育
祭

場
所　
栃
木
文
化
会
館（
旭
町
）

作
品
展

市
内
小
中
学
校
・
高
校
・
特
別

支
援
学
校
児
童
生
徒
作
品
（
絵

画
・
書
道
等
）、諸
活
動
の
報
告

等
の
展
示
（
広
島
中
学
生
派
遣

関
係
、高
校
の
研
究
活
動
等
）、

幼
稚
園
・
保
育
園
・
学
校
紹
介

日
時　
11
月
11
日
（
土
）
～
13

日
（
月
）
９
時
30
分
～
16
時

式
典

　
市
内
小
学
校
児
童
に
よ
る
群

読
・
朗
読

日
時　
11
月
13
日
（
月
）
13
時

30
分
～
16
時

問 

教
育
会
事
務
局
（
藤
岡
第

一
中
学
校
）　
☎

（62）
２
５
９
８

太
平
山
も
み
じ
ま
つ
り

日
時　
11
月
16
日
（
木
）
～
30

日
（
木
）

場
所　
太
平
山
県
立
自
然
公
園

玉
子
焼
無
料
体
験

日
時　
11
月
16
日（
金
）10
時
～

場
所　
あ
じ
さ
い
坂
休
憩
所

定
員　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

※
週
末
に
和
太
鼓
の
演
奏
等
予
定

主
催　
太
平
山
観
光
会

問 

観
光
振
興
課
☎

（21）
２
３
７
４　

栃
木
市
観
光
協
会
☎

（25）
２
３
５
６

皆
川
ふ
れ
あ
い
農
業
体
験 

冬
の
部

　

炭
焼
き
体
験（
11
月
19
日
に

原
木
炭
釜
入
れ
、26
日
に
炭
出

し
）
※
昼
食
、
お
み
や
げ
付
き

日
時　
11
月
19
日
、26
日
（
日
）

９
時
30
分
～
14
時
※
小
雨
決
行

場
所　
小
野
口
町
公
民
館

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

費
用　
未
就
学
児
は
無
料

中
学
生
以
上:

２
，０
０
０
円
、

小
学
生:

１
，
０
０
０
円

申
込　
11
月
10
日
（
金
）
ま
で

主
催　
皆
川
地
区
街
づ
く
り
協

議
会
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
部
会

問 

農
業
振
興
課
☎

（21）
２
３
８
４

寺
尾
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

日
時　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）　

８
時
30
分
～
14
時（
小
雨
決
行
）

場
所　
寺
尾
公
民
館
～
星
野
遺

跡
の
往
復
約
11
㎞

対
象　
小
学
生
以
上

定
員　
１
５
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
込　
10
月
31
日
（
火
）
ま
で

（
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
参

加
人
数
）
を
電
話
に
て

問 

寺
尾
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

事
務
局
（
寺
尾
公
民
館
内
）

☎
（31）
０
０
０
２

栃
木
市
民
特
別
講
座
～
ま
ち
ぐ
る

み
で
認
知
症
高
齢
者
を
支
え
る
～

　

川
崎
幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

杉
山
孝
博
氏
の
基
調
講
演
。
39

歳
で
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
丹

野
智
文
氏
か
ら
、
当
事
者
の
思

い
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　
11
月
25
日
（
土
）
13
時

～
15
時
40
分

場
所　
栃
木
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル （
旭
町
）

定
員　
４
０
０
人

費
用　
無
料

申
込　
不
要

問 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

　
☎

（21）
２
２
４
７

ウ
イ
ン
グ
と
ち
ぎ 

　
　
　
　
　

利
用
者
発
表
会

日
時　
11
月
25
日
（
土
）
17
時

～
21
時

場
所　
栃
木
市
民
会
館
（
日
ノ

出
町
）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

費
用　
観
覧
無
料
、
希
望
者
に

は
軽
食
を
用
意
（
要
申
込
み
）

申
込　
10
月
30
日
（
月
）
～
11

月
17
日
（
金
）
に
問
合
先
ま
で

受
付
時
間:

平
日
13
時
～
21

時
、
土
曜
日
17
時
～
21
時

問 

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
（22）
３
１
１
３

西
方
城
址
探
訪

日
時　
11
月
28
日
（
火
）
９
時

～
12
時

場
所　
西
方
城
址 

（
近
津
神
社

駐
車
場
集
合
）

対
象　
ど
な
た
で
も

内
容　
西
方
城
址
の
散
策

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

申
込　
11
月
６
日（
月
）か
ら
、

問
合
先
へ

問 

西
方
公
民
館 

☎
（92）
０
３
１
６

蔵
の
街
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
提
案
発
表
会

＆
講
演
会

日
時　

12
月
９
日
（
土
）　

14

時
～
16
時
30
分
（
13
時
30
分
受

付
開
始
）

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
３
階
正
庁

定
員　
１
０
０
人

内
容　
第
１
部:

蔵
の
街
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

提
案
発
表
会

第
２
部:

講
演
会
「
鹿
沼
市
ネ

コ
ヤ
ド
地
区
に
学
ぶ
」

講
師　
ネ
コ
ヤ
ド
地
区
仕
掛
人　

風
間
教
司 

氏

問 

蔵
の
街
課 

☎
（21）
２
５
７
３

講

座

こ
ど
も
俳
句
教
室

日
時　
11
月
19
日（
日
）11
時
～

場
所　
国
府
公
民
館（
惣
社
町
）

対
象　
小
・
中
学
生

講
師　
岩
瀬
と
き
子
氏
（
栃
木

市
俳
句
協
会
）

費
用　
無
料

申
込　
11
月
８
日
（
水
）
ま
で

問 

文
化
課 

☎
（21）
２
４
９
５

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー「
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」

　
「
と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト

ネ
ッ
ト
」の
実
践
を
例
に
、学
校・

家
庭・地
域
の
協
働
に
よ
る
地
域

づ
く
り
の
可
能
性
を
考
え
る
。

日
時　

11
月
20
日
（
月
）　

14

時
～
16
時

場
所　
国
府
公
民
館（
惣
社
町
）

対
象　
市
内
在
住
の
方

定
員　
１
０
０
人

費
用　
無
料

問　
と
ち
ぎ
市
民
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
く
ら
ら
☎

（20）
７
１
３
１

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
in
太
平

少
年
自
然
の
家

自
然
体
験
活
動
や
お
も
し
ろ
科

学
体
験
講
座

日
時　
12
月
９
日
（
土
）

場
所　

太
平
少
年
自
然
の
家

（
平
井
町
）

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
in
栃
農

食
品
の
分
析
実
験
と
お
い
し
い

あ
ん
パ
ン
作
り

日
時　

平
成
30
年
１
月
13
日

（
土
）

場
所
　
栃
木
農
業
高
校（
平
井

町
）

共
通
事
項

対
象　
市
内
小
学
４
～
６
年
生

定
員　
24
人
（
抽
選
制
）

申
込　
10
月
16
日
（
月
）
～
25

日
（
水
） 

※
活
動
内
容
、
参
加

費
等
の
詳
細
は
、
10
月
上
旬
に

小
学
校
や
公
民
館
に
設
置
さ
れ

る
募
集
チ
ラ
シ
で
確
認
し
、
問

合
先
に
て
申
込
み
。

問 

生
涯
学
習
課

  

☎
（21）
２
４
８
９
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初
め
て
の
そ
ば
打
ち
教
室

日
時　

11
月
21
日
（
火
）　

９

時
30
分
～
14
時

場
所　
厚
生
セ
ン
タ
ー
（
栃
木

第
四
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
／
旭
町
）

対
象　
市
内
在
住
の
方
※
初
め

て
の
方
限
定 

定
員　
６
人

費
用　
１
，
５
０
０
円
（
そ
ば

粉
時
価
に
よ
り
変
動
あ
り
）

申
込　
11
月
１
日
（
水
）
～
８

日
（
水
）

問 

厚
生
セ
ン
タ
ー
☎

（24）
２
４
４
４

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
市
民
講
座

「
暮
ら
し
の
う
つ
わ
と
日
本
人
の
美
意
識
」

日
時　
11
月
24
日
（
金
）
13
時

30
分
～
15
時

場
所　
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
城
内
町
２
丁
目
）

対
象　
市
内
在
住
の
方　

講
師　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
う
つ
わ

ノ
ー
ト　
松
本
武
明 

氏

定
員　
40
人

費
用　
無
料

申
込　
11
月
20
日
（
月
）
ま
で

に
電
話
に
て

問 

こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
（20）
７
７
０
５

栃
木
市
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー

（
あ
っ
た
か
い
ご
員
）養
成
講
座

日
時　
①
基
本
講
座:

12
月
１

日
（
金
）
～
22
日
（
金
）
５
日

間
、
②
技
術
講
座:

平
成
30
年

１
月
12
日
（
金
）
～
２
月
５
日

（
月
）
６
日
間

場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ほ
か

対
象　
市
内
在
住
の
30
歳
以
上

で
、
介
護
に
興
味
の
あ
る
方

募
集
期
間　
①
10
月
23
日（
月
）

～
11
月
24
日
（
金
）
②
10
月
23

日
（
月
）
～ 

平
成
30
年
１
月 

５
日
（
金
）

定
員　
各
25
人
程
度 

受
講
料　
①
１
，３
０
０
円（
基

本
講
座
テ
キ
ス
ト
を
お
持
ち
の

方
は
除
く
）

申
込　
所
定
の
申
込
書
を
問
合

先
へ
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

問 

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
（21）
２
２
５
１ 

FAX
（21）
２
6
７
０

筋
膜
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
講
座

　
今
話
題
の
筋
膜
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
、身
体
の
コ
リ
ほ
ぐ
し
。

日
時　
12
月
12
日
、
19
日
、
26

日
（
全
火
曜
日
３
回
）
10
時
～

11
時
30
分

場
所　

長
寿
園（
薗
部
町
２
丁

目
）

対
象　
市
内
在
住
の
方 

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

費
用　
利
用
回
数
券
の
購
入
必

要
（
60
歳
以
上
１
，０
０
０
円・

60
歳
未
満
２
，
０
０
０
円
）

申
込　
11
月
４
日
（
土
）
～
10

日（
日
）に
長
寿
園
に
直
接（
電

話
不
可
）

問 

長
寿
園　

☎
（22）
０
３
３
３

（
木
曜
・
祝
日
休
館
）

出
前
講
座 

「
自
分
の
体
力
を
知

ろ
う
」
～
一
年
の
締
め
く
く
り

は
　
年
末
恒
例
！
体
力
測
定
～

日
時　

12
月
14
日
（
木
）　

10

時
～
12
時

場
所　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

申
込　
10
月
23
日
（
月
）
～

問 

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
（27）
７
１
４
０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

日
時　
12
月
16
日
（
土
）
10
時

～
11
時
30
分（
受
付
９
時
30
分
）

場
所　
遊
楽
々
館（
岩
舟
町
三
谷
）

対
象　
市
内
在
住
の
方

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
） 

費
用　
無
料

申
込　
11
月
27
日
（
月
）
ま
で

に
問
合
先
へ
電
話
に
て
（
平
日

８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

問 

岩
舟
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（55）
７
７
８
２

（
申
込
の
み
） 

大
平
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
☎

（43）
９
２
２
６

ウ
イ
ン
グ
と
ち
ぎ

　
　

第
２
期
後
半
定
期
講
座

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
15

～
40
歳
以
下
の
勤
労
者

講
座
と
日
程　
次
表
を
参
照

場
所　
栃
木
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
日
ノ
出
町
）

申
込　
10
月
30
日（
月
）か
ら
、

直
接
問
合
先
へ
（
先
着
順
）

受
付
時
間:

平
日
13
時
～
21

時
、
土
曜
17
時
～
21
時

問 

栃
木
勤
労
青
少
年
ホ 

ー
ム

☎
（22）
３
１
１
３

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

第
３
期
自
主
講
座

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

講
座
と
日
程　
次
表
を
参
照

場
所　
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
１
丁
目
）

費
用　
受
講
料
１
，
０
０
０
円

（
保
険
料
を
含
む
）、
教
材
費
実

費申
込　
11
月
12
日
（
日
）
～
18

日（
土
）（
火
曜・祝
祭
日
除
く
）

に
問
合
先
へ
直
接（
電
話
不
可
）

※
１
人
１
講
座
（
抽
選
制
）

※
内
容
は
都
合
に
よ
り
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
（27）
７
１
４
０

 

ス
ポ
ー
ツ

 

栃
木
市
太
極
拳
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　
11
月
11
日
（
土
）
10
時

～
15
時

場
所　

栃
木
市
総
合
体
育
館

（
川
原
田
町
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

（
初
心
者
歓
迎
）

費
用　
無
料

申
込　
当
日
会
場
に
て

問 

市
体
育
協
会
太
極
拳
専
門

部
（
影
山
）
☎

（31）
１
０
１
７

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎

（25）
０
９
３
０

第
８
回
栃
木
市
長
距
離
走
大
会

日
時　
12
月
２
日
（
土
）
９
時

集
合

場
所　
栃
木
市
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
（
川
原
田
町
）

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
中

学
生
以
上
の
方

費
用　
３
０
０
円（
当
日
納
付
）

申
込　
11
月
24
日
（
金
）
ま
で

に
問
合
先
へ
電
話
に
て

種
目　

中
学
生
男
子
３
，

０
０
０
ｍ 

／
女
子
（
中
学
、
高

校
、
一
般
）
３
，
０
０
０
ｍ 

／

高
校
男
子
、
一
般
男
子
（
大
学

生
含
む
）
５
，
０
０
０
ｍ

※
１
月
開
催
の
栃
木
県
郡
市
町

対
抗
駅
伝
、
県
南
五
市
対
抗
親

善
駅
伝
大
会
の
代
表
選
手
選
考

を
兼
ね
る

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
（25）
０
９
３
０

な
ぎ
な
た
体
験
教
室

日
時　
12
月
９
日
（
土
）
10
時

～
12
時
（
９
時
30
分
～
受
付
）

場
所　
栃
木
中
央
小
学
校
体
育

館
（
入
舟 

町
）

対
象　
市
内
小
中
学
生
、
一
般

費
用　
１
０
０
円
（
保
険
代
）

申
込　
11
月
23
日
（
木
）
ま
で

に
、
市
体
育
協
会
な
ぎ
な
た

専
門
部
（
鎌
田
☎
０
９
０
‐

５
５
７
１
‐
０
０
５
７
）
へ
電

話
に
て
（
17
時
以
降
）

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎

（25）
０
９
３
０

藤
岡
卓
球
教
室

日
時　
12
月
10
日
、17
日
（
日
）

10
時
～
12
時

場
所　
藤
岡
総
合
体
育
館
（
藤

岡
町
藤
岡
）

対
象　
初
心
者
、
中
級
者
（
小

学
生
以
上
）

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
５
０
０
円（
当
日
収
納
）

持
ち
物　

ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
有
、

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
込　
12
月
８
日
（
金
）
ま
で

に
問
合
先
へ
電
話
に
て

問　
藤
岡
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎

（62）
４
３
２
１

苗
場
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

　

12
月
28
日
（
木
）
～
30
日

（
土
）開
催
予
定
の
苗
場
ス
キ
ー

ス
ク
ー
ル
の
申
し
込
み
は
、
今

回
よ
り
栃
木
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
に

登
録
の
あ
る
方
に
案
内
す
る
方

法
に
変
わ
り
ま
す
。

登
録
料　
無
料

登
録
期
限　
11
月
15
日
（
水
）

登
録
方
法　
左
記
の
登
録
受
付

所
に
て
登
録
用
紙
に
記
入
し
提
出
。

登
録
受
付
所
：
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
、各
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
、

石
川
ス
ポ
ー
ツ
、
石
田
ス
ポ
ー

ツ
、
出
口
保
険
事
務
所

問 

市
体
育
協
会
ス
キ
ー
専
門

部
（
出
口
）
☎

（22）
０
８
５
８

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎

（25）
０
９
３
０ 

第
42
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時　

平
成
30
年
１
月
１
日

（
月
・
祝
）
小
雨
決
行　

８
時

受
付
、
９
時
ス
タ
ー
ト

場
所　
栃
木
市
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
（
川
原
田
町
）

参
加
費　

１
人
１
，
５
０
０

円
（
親
子
ペ
ア
は
１
組
２
，

５
０
０
円
）

申
込　
11
月
24
日
（
金
）
ま
で

に
所
定
の
郵
便
振
替
用
紙
（
問

合
先
、
各
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
、
市
教
育
委
員
会
に
あ
り
）

に
て
郵
便
局
へ
。

参
加
種
別
（
ク
ラ
ス
）　

Ａ
ク
ラ
ス
（
１
㎞
）
親
子
ペ

ア
（
男
女
混
合
）
※
子
ど
も
は

小
学
２
年
生
以
下
／
Ｂ
ク
ラ
ス

（
１
㎞
）小
学
１
，２
年
生
男
子・

女
子
／
Ｃ
ク
ラ
ス
（
２
㎞
）
小

学
３
，
４
年
生
男
子
／
Ｄ
ク
ラ

ス
（
３
㎞
）
小
学
５
，
６
年
生

男
子
／
Ｅ
ク
ラ
ス
（
２
㎞
）
小

学
３
，
４
年
生
女
子
／
Ｆ
ク
ラ

ス
（
２
㎞
）
小
学
５
，
６
年
生

女
子
／
Ｇ
ク
ラ
ス
（
５
㎞
）
中

学
生
女
子
／
Ｈ
ク
ラ
ス（
５
㎞
）

一
般
女
子
（
45
歳
以
下
）
／
Ｉ

ク
ラ
ス
（
５
㎞
）
一
般
女
子

（
46
歳
以
上
）／
Ｊ
ク
ラ
ス（
５

㎞
）
中
学
生
男
子
／
Ｋ
ク
ラ
ス

（
５
㎞
）一
般
男
子（
45
歳
以
下
）

／
Ｌ
ク
ラ
ス
（
５
㎞
）
一
般
男

子
（
46
歳 

以
上
）
／
Ｍ
ク
ラ
ス

（
10
㎞
）
男
子
（
高
校
生
含
む
）

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
（25）
０
９
３
０

第
26
回
栃
木
市
少
年
ス
キ
ー
教
室

日
時　

平
成
30
年
１
月
20
日

（
土
）
～
21
日
（
日
）

場
所　
会
津
高
原
た
か
つ
え
ス

キ
ー
場
（
福
島
県
）

対
象　
市
内
小
学
４
年
生
～
中

学
生

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
人
２
３
，
０
０
０
円

（
ス
キ
ー
レ
ン
タ
ル
、
ス
キ
ー・

ウ
ェ
ア
レ
ン
タ
ル
は
別
途
）

※
説
明
会
時
に
納
入

申
込　
11
月
７
日
（
火
）
～
12

月
８
日
（
金
）
に
、
申
込
用
紙

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
各
地
域

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
、
各
小
中
学

校
に
あ
り
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
問
合
先
ま
た
は
各

地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
へ
。

参
加
者
説
明
会
　

日
時　

平
成
30
年
１
月
11
日

（
木
）
18
時
30
分

場
所　
大
平
文
化
会
館
（
大
平

町
蔵
井
）

問 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎

(25)
０
９
３
０

ウイングとちぎ第２期後半定期講座表
曜日 講　座　名 定員 教材費 開講日・時間 回数

月 きれいな字で印象ＵＰ！「筆ペン字」講座 20人 無料 11/20～12/25
19 時～ 21時 6回

木 体の内面から美を創る「ピラティス」講座 25人 無料 11/30～1/18
19 時～ 21時 8回

木 手ごねパン作り講座 6人 1回
500円

11/30～12/14
19 時～ 21時 3回

金「肩こり最強メソッド・セルフ整体」講座 15人 500円 11/24～1/1919 時～ 21時 8回

勤労総合福祉センター第 3期自主講座表
曜日 講座名 期間（10回） 時間 定員

月

生活に活かす書

₁₂╱₁₈～3╱5

10 時～ 11時 30分 20人
押花アート 19時～ 20時 30分 20人
健康体操 17時～ 18時 30分 50人
筋力アップ講座 19時～ 20時 30分 50人

水 エアロ★ダンス 1╱₁₀～₃╱₇ 19 時～ 20時 30分 50人

木
リズム体操

1╱11～3╱8
10 時～ 11時 30分 50人

社交ダンス 19時～ 20時 30分 男女各15人
金 イキイキ☆フィットネス 1╱₁₂～3╱9 10 時～ 11時 30分 50人

ご利用ください ごみ分別アプリ「さんあ～る」
 スマホ・タブレットで、各アプリス
トアからダウンロードください。



11 広報とちぎ　１１月号 ２０１７（平成２９）年１０月２０日　発行みんなの伝言板・関東どまんなかサミット情報

関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
情
報

 

古
河
市（
茨
城
県
）

加
須
市（
埼
玉
県
）

板
倉
町（
群
馬
県
）

野
木
町（
栃
木
県
）

 市民活動やシルバー人材センター、
社会福祉協議会、県などから依頼さ
れた記事を掲載するコーナーです。

「
関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
」
を
構
成
す
る
市
町
の
情
報

婚
活
イ
ベ
ン
ト
開
催
！ 

　
　
　

～
参
加
者
大
募
集
～

　
美
味
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
を
食

べ
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
お
話
し

て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

割
引
や
対
象
者
な
ど
、
詳
し
く

は
板
倉
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
下
さ
い
。

日
時　
11
月
26
日
（
日
）

　
Ａ
10
時
30
分
～　
Ｂ
14
時
～

場
所　
ま
ん
じ
ゃ
あ
れ
（
板
倉

町
朝
日
野
）

対
象　
Ａ
・
Ｂ
で
対
象
年
齢
が

異
な
り
ま
す
。

費
用　
男
性
３
，
０
０
０
円　
　

　
　
　
女
性
１
，
０
０
０
円

　
　
　
※
女
性
の
み
割
引
有
り

問 

板
倉
町
婚
活
応
援
事
業
実

行
委
員
会

　
　
☎
０
２
７
６

（82）
１
１
１
１

煉
瓦
窯
冬
フ
ェ
ス
タ
～
恋
人
の

聖
地
で
想
い
を
灯
す
光
と
炎
～

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
石
窯

料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
煉
瓦

窯
見
学
ツ
ア
ー
、
模
擬
店
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
２
日（
土
）９
時
～

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式　

18
時
～　

場
所　
野
木
町
煉
瓦
窯
・
野
木

ホ
フ
マ
ン
館（
野
木
町
野
木
）

問 

野
木
ホ
フ
マ
ン
館

　
☎
０
２
８
０

（33）
６
６
６
７

加
須
市
ふ
る
さ
と
写
真
・ 

　
　
　
　

動
画
コ
ン
ク
ー
ル

　

加
須
市
の
魅
力
を
、
写
真
・

動
画
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

写
真
の
部

テ
ー
マ　
「
加
須
の
四
季
」

応
募
期
間　
平
成
30
年
１
月
４

日
（
木
）
～
11
日
（
木
）

動
画
の
部

テ
ー
マ　
「
笑
顔
で
つ
な
ぐ
加

須
の
ま
ち
」

応
募
期
間　
平
成
30
年
１
月
15

日
（
月
）
～
31
日
（
水
）

※
規
格
や
応
募
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
加
須
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

加
須
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
課

　
　
☎
０
４
８
０

（62）
１
１
１
１

第
12
回
古
河
菊
ま
つ
り

　
茨
城
県
内
で
も
有
数
の
規
模

を
誇
る
菊
ま
つ
り
。
古
河
市
内

の
愛
好
家
が
丹
精
込
め
て
育
て

た
「
盆ぼ

ん
養よ
う
」
や
「
懸け
ん
崖が
い
」
を
は

じ
め
、
今
年
も
「
筑
波
山
」
を

展
示
し
「
五
重
塔
」
と
あ
わ
せ

て
会
場
を
華
や
か
に
し
ま
す
。

期
間　
10
月
27
日
（
金
）
～
11

月
23
日
（
木
・
祝
）

時
間　
９
時
～
16
時

場
所　
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
ふ
れ

あ
い
広
場
（
古
河
市
駒こ

ま
羽は

根ね

）

入
場
料　
１
０
０
円
（
高
校
生

以
下
は
無
料
）
※
駐
車
場
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
乗
り
合

わ
せ
等
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問 

古
河
市
観
光
協
会
（
古
河

市
役
所
観
光
物
産
課
内
）

　
　
☎
０
２
８
０

（23）
１
２
６
６

時＝日時　　場＝場所　　対＝対象
定＝定員　　費＝費用　　内＝内容
申＝申込み　問＝問合先

音声ガイド付き映画会「家族はつらいよ」
時 10 月 25 日（水）10 時 ~12 時 30
分場ゆうゆうプラザ（大平町西野田）費
無料内目の不自由な方が映画の内容を把
握できるよう、台詞の合間に情景描写の
ナレーションを挿入し上映。音声ガイド:
朗読ボランティアグループひびき 主催 :
朗読グループいずみ問栃木市社会福祉協
議会大平支所☎（43）0294

第 31 回栃商デパート
時 11 月 3 日（金）10 時 ~14 時場栃
木商業高校（片柳町 5 丁目）内学校全
体をデパートに見立て、生徒全員で販売、
会計処理までの体験実習。販売（食料品・
野菜・弁当・企画商品等）。イベント（作
品展示、少年野球教室、マッサージ等）
問栃木商業高等学校☎（22）0541

モーツァルト ヴァイオリンソナタ演奏会
時 11 月 5 日（日）15 時開場 15 時 30
分開演場西方音楽館（西方町金崎）費
3,500 円（当日 4,000 円）内バロック
ヴァイオリン 廣海史帆、フォルテピア
ノ羽賀美歩問西方音楽館☎（92）2815

シルバー人材センターからのお知らせ
北部事業所 の移転・11 月 6 日（月）～
内都賀保健福祉センター内（都賀町原宿）
に移転します問シルバー人材センター北
部事業所☎（27）8812
シルバー人材センター入会説明会
時① 11 月 6 日（月）13 時 30 分 ~ ②
11 月 7 日（ 火 ）13 時 30 分 ~ ③ 11
月 8 日（水）13 時 30 分 ~ 場①北部事
業所（都賀町原宿） ②南部事業所（藤岡
町大前） ③栃木公民館（日ノ出町）対市
内在住で働く意欲のある 60 歳以上の方
お住まいの地域の事業所へ問栃木事務
局☎（23）4165 南部事業所☎（62）
1534 北部事業所☎（27）8812 大平

連絡所☎（43）0155 西方連絡所☎（92）
8390 岩舟連絡所☎（55）8358
シルバー人材センター刃物研ぎ
時 11 月 15 日（水） 9 時 ~12 時（申込
みは 11 時 30 分まで）場栃木保健福祉
センター西側シルバーセンター作業所
前（今泉町 2 丁目）費包丁類 300 円 ~・
刈込はさみ 500 円 ~ 問シルバー人材セ
ンター栃木事務局 ☎（23）4165

かぎ針編み・三色使いのマフラー作り
時 11 月 6 日（月） 9 時 ~11 時場栃木
公民館（日ノ出町）定 15 人費 1,911
円申前日までに電話にて問生涯学習人材
バンク講師（須藤）☎（23）7190

笑いヨガ&めい想~健康・仲間・地域づくり~
時① 11 月 8 日（水）・22 日（水） 19
時 ~20 時 30 分、11 月 10 日（ 金 ）・
24 日（金） 10 時 ~11 時 30 分 ② 11
月 4 日（土）・18 日（土）10 時 ~11
時 30 分場①栃木第四地区コミュニティ
センター②大平隣保館対どなたでも定各
30 人費各 500 円申電話にて問生涯学
習人材バンク登録団体 蔵のまち笑いヨ
ガくらぶ（高岩）☎ 090-2420-4479

あなたも家計上手に !! 家事家計講習会
時 11 月 9 日（木）10 時~12 時場大平公
民館（大平町蔵井）対どなたでも費 500
円、託児あり（300 円保険料込）内わ
が家のちょうどよい暮らし方が見つかり
ます問小山友の会（中野）☎（23）3511

藤岡ライオンズクラブ主催　愛の献血
時 11 月 10 日（水）10 時 ~ 11 時 30 分、
13 時 ~16 時場ファミリーマート栃木
藤岡店駐車場（藤岡町藤岡）問藤岡ライオ
ンズクラブ（梅沢）☎ 090-1666-2282

栃木文化祭 栃木フィル定期演奏会
時 11 月 11 日（土）18 時開場 18 時 30
分開演場栃木文化会館大ホール（旭町）
費 1,000 円（当日 1,200 円）内曲目：サ
ン・サーンス「オルガン付き」他 申チケッ
ト取扱：栃木文化会館 問栃木フィルハー
モニー交響楽団（殿塚）☎ (24)2161

「ずっと、いっしょ。」上映会
時 11月18日（土）① 10 時 30分~ ② 14
時 ~（30 分前に開場）場蔵の街観光館
2 階多目的ホール定各回 60 人費大人
1,000 円学生 500 円（当日 300 円増し）
内家族の絆ってなんだろう。子育てに悩
む全ての人たちへおくる物語問自立援助
ホーム マルコの家☎（21）7740

にじ色まつり
時 11 月 12 日（日）11 時 ~15 時 30 分
場国府公民館（惣社町）費入場無料内福祉
団体の物産販売やステージイベントな
ど、障がい者と地域の人とのふれあい
問 NPO 法人障がい者の一人暮らしを考
える会☎ 090-7701-3130（18 時以降）

消費税軽減税率制度等説明会
時 11月14 日（火）10 時 ~11時 10 分、14
時~15時10分※都合の悪い場合11 月8
日（水）小山市立文化センター会場に出席
可場栃木文化会館大ホール（旭町）対市
内の事業者問栃木税務署☎（22）1805

やさしい将棋教室
時 11 月 18 日（ 土 ）、25 日（ 土 ）10
時 ~12 時場老人福祉センター泉寿園（今
泉町 1 丁目）定各 10 人費無料内将棋を
楽しむための基礎知識や相互対局など 
申前日までに電話にて問生涯学習人材バ
ンク講師（中村）☎ 090-1040-5877

第 1 回元気祭り
時 11 月 19 日（日）10 時 ~13 時 雨
天決行場特別養護老人ホーム咲くら館

（大平町下皆川）内野菜、焼きそば等販
売、3J 和太鼓、民謡と踊り、ビンゴゲー
ム等問咲くら館 ☎（43）7400

県南市場まつり（感謝市） 
時 11 月 19 日（日）7 時 ~13 時場栃木
県南地方卸売市場（小山市下河原田）内青
果物や水産物等の販売・模擬せり、生マグ
ロ解体、ビンゴ大会、カニ汁・イカポッポ
焼き等各種売店、抽選会など問栃木県南
地方卸売市場協力会☎ 0285-38-3330

県立栃木特別支援学校「しらさぎ祭」
時 11 月 25 日（土）場県立栃木特別支
援学校（皆川城内町）内児童生徒による
演技・学習発表や、作業製品の即売や模
擬店等など。当日ボランティア募集中、
10 月 23 日（月）までに問合先へ問県
立栃木特別支援学校☎（24）7575

子育て応援プロジェクト ~ ママと一緒のおはなし会
時 11 月 28 日（火）10 時 30 分 ~13
時 30 分場大宮公民館（大宮町）対子育
て中の親子、絵本に興味のある方内絵本
カフェ「ぷーじ & ぷーば」山元寿美子
さんのお話問 NPO 法人栃木おやこ劇場
☎（22）7062

大平少年自然の家イベント
時①わくわくハッピーピザ作り 12 月 2

日（土）、3 日（日） 各日 9 時 20 分 ~13
時②とびっきり ! 門松づくり 12 月 16
日（土）、17 日（日）各日 10 時 ~16 時（9
時 30 分受付開始）場太平少年自然の
家対①県内の 3 歳以上の子どもを含む
親子やグループ ②県内の小学生以上の
子どもと保護者など定①各回 30 人 ②
各回 15 組費①一人 500 円②ひと家族
1,000 円 + 保険料等一人 100 円内①本
格石窯で手作りピザに挑戦②家族で門
松づくり申① 10 月 31 日（火）必着②
11 月 1 日（水）~14 日（火）必着問栃
木県立太平少年自然の家☎（24）8551

ミュージカル ピノキオの冒険
時 12 月 2 日（土）17 時開場 17 時 30
分開演、3 日（日）13 時 30 分会場 14
時開演場栃木文化会館大ホール（旭町）
費指 定 席 大 人 2,500 円 中 学 生 以 下
2,000 円、自由席 大人 2,000 円中学生
以下 1,500 円（当日 300 円増し）申
チケット取扱 : 栃木文化会館問アートス
テージどんぐりら☎（22）1437

シリーズ　ザ　電子工作　No.20
またまた帰ってきた雨降り警報機の製作
時 12 月 3 日（日） 13 時 30 分 ~16 時
30 分場小山高専サテライト・キャンパ
ス（倭町）対中学生定 5 人費無料申問
合先へ電話にて問小山高専講座申込窓口
☎ 0285-20-2100・2197

みんなで「やさしい日本語」! ワークショップ　
時 12 月 9 日（土）10 時 30 分 ~12 時
30 分場栃木市民会館（日ノ出町）対ど
なたでも（日本人、外国人共）定 50 人
費無料内外国人とのコミュニケーション
に役立つ「やさしい日本語」をゲームな
どで交流しながら学ぶ申 11 月 1 日（水）
から電話にて問 ( 公財 ) 栃木県国際交流
協会☎ 028-621-0777（日・月休）

身体障害者巡回相談
時 1 月 18 日（木） 14 時 ~16 時場栃木
保健福祉センター（今泉町 2 丁目）定若
干名（先着順）費無料申 12 月 22 日まで
に障がい福祉課または各総合支所市民生
活課へ問障がい福祉課 ☎（21）2203

栃木県最低賃金が時間額 800 円に改正
内 10 月 1 日に改正した栃木県最低賃金
は、栃木県の区域内の事業場で働くすべ
ての労働者とその使用者に適用されま
す。なお、特定の産業には「特定（産業
別）最低賃金」が別に定められています。
問栃木労働基準監督署 ☎ (24)7766

野木町煉瓦窯
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時＝日時　場＝場所　対＝対象　内＝内容
定＝定員　費＝費用　持＝持物　申＝申込 第７回こどもアートセミナー

　子どもや作家によるアート作品展を開催します。また、親子で参加できるものづく
りイベントも企画しています。みなさんの¨感じるこころ¨を発揮してみませんか！
日時　アート作品展：11月 27日 ( 月 ) ～ 12月 2日 ( 土 )　9時～ 17時、12月 2日 ( 土 ) 　
　　　ドラムサークル：9時 30分、11時、14時　せっけんのケーキづくり：14時
場所　こどもサポートセンター（城内町２丁目）
対象　市内在住の 18歳までの方
内容　ドラムサークル（9時 30分の回は 4～ 7歳児対象）
　　　せっけんのケーキづくり
定員　ドラムサークル 各回 15人、香りせっけん 20人
費用　500円 ( せっけんのケーキづくり )
申込　11月 22( 水 )17 時までに問い合わせ先へ直接電話で

問 　こどもサポートセンター　☎ (20)7705

児童館・支援センターなどの行事
※飲み物等必要なものは各自お持ちください。

いまいずみ児童館（☎ 27 - 5322）
　　　　　　　　　　　9時～ 17時・水曜祝日休

わくわくたいむ アイロンビーズ制作
時 11 月 4 日 ( 土 )14 時～ 15 時 30 分※受
付 15時まで対 4 歳以上 ( 未就園児は保護者同
伴 ) 申不要
ハッピーバースデイ
時 12月5日(火 )10時～11時30分対 12月・
1月生まれの未就園児と保護者内手形・写真付
きカード（かんむりのプレゼント）、11 時よ
りおたんじょうびシアター定 20 組
( 先着順 ) 申 11 月 10 日 ( 金 ) ～
ママといっしょ
時Ａ：12月11日(月)、Ｂ：12月12日(火)、Ｃ：
12月 18日 ( 月 )、Ｄ：12月 19日 ( 火 ) 各ク
ラス10時30分～対Ａ：6か月～11か月児（う
さぎクラス），Ｂ：1歳～ 1歳 11 か月児（く
まクラス），Ｃ、Ｄ：2歳以上の未就園児（ぞ
う①クラス、ぞう②クラス）内みんないっしょ
のクリスマス会定Ｃ：20組、その他：30組（各
クラス先着順）持Ａ：バスタオル、Ｃ、Ｄ : ク
レヨン申 11 月 10日 ( 金 ) ～ 

そのべ児童館（☎ 20 - 6231）
　　　　　　　　 　　9 時～ 17時・木曜祝日休

ぺたぺた記念日
時 11 月 14 日 ( 火 )、15 日 ( 水 )10 時～ 11
時 30分 ( 時間内参加自由 ) 対 0 歳以上内手形
足形、身体測定※誕生月は写真をプレ
ゼント持汚れてもよい服装、タオル
のびのびひろば❤
時 11 月 21日（火）対１歳以上の未就園児
ぷちぷちひろば❤
時 11 月 22日 ( 水 ) 対 0 ～ 11か月児
❤印の共通事項 時 10 時～ 11 時 30 分 ( 時間
内参加自由 ) 内簡単デコスイーツ作り（ロール
ケーキマグネット）
ベビーマッサージ
時 11 月 27 日 ( 月 )10 時 30 分～ 11 時対０
歳児(ハイハイまでの子)と保護者定 20組 (先
着順 ) 費 100 円（オイル代）持バスタオル、オ
イル入れ容器申 11 月 13日 ( 月 ) ～
親子ビクス
時 12 月4日(月)10時～10 時45 分対1 歳以上
の未就園児と保護者定25 組( 先着順) 持動きや
すい服装(ジーンズ不可) 申11 月20日( 月) ～ 

はこのもり児童センター（☎ 24 - 4034）
　　　　　　　　　　 9 時～ 19時・水曜祝日休

ミニ四駆・プラレールの世界を楽しもう
時 11月 5日 (日 )14時～ 16時対 18歳未満 (未
就学児は保護者同伴)申当日14時～(電話不可)
ふわとろオムライス＆わかめスープ❤
時 11月18日(土)10時45分～13時30分 費200円
みんなで作ろう︕わくわくパン教室❤
時 11 月 26日 ( 日 )14 時～ 16時費 500 円
❤印の共通事項　対小学生以上18歳未満定20
人( 先着順) 持エプロン・三角巾・マスク申10
月28 日( 土) ～11 月12 日( 日) の開館時間内
に保護者が直接、参加費、同意書を提出

地域子育て支援センター (とちぎ）（☎ 23-2740）
　　　　　　　　9 時～ 16時 30分・土日祝日休

子育て講座「親子ヨガ」
時 11 月１日 ( 水 ) 対 1 歳以上児と保
護者定 20 組申随時
ほんわかタイム
時 11 月 7日 ( 火 ) 対 0 歳児と保護者内身体測
定、ふれあい遊びとおしゃべりタイム申当日
今月のせいさく
時 11 月 27日 ( 月 )、28日 ( 火 ) 申当日 

地域子育て支援センターおおひら（☎ 43-1134）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・月曜祝日休

ころころ広場　クリスマス会
時 12 月 7 日 ( 木 )10 時 30 分～ 11 時 30 分
場ゆうゆうプラザ対幼児と保護者
定 50 組程度申 11 月 7日 ( 火 ) ～
ママころころ
時12月19日(火)または20日(水)対乳幼児と保
護者内ママが楽しめる制作申11月7日(火)～

赤ちゃんサロン　初めてのクリスマス
時 12 月 5 日 ( 火 ) または 21 日 ( 木 )10 時
30 分～ 11 時 30 分対 0 歳児と保護
者定各 25組申 11 月 9日 ( 木 ) ～ 

地域子育て支援センターふじおか（☎ 62-5011）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

わくわくタイム　リズム遊び
時 11 月 10日 ( 金 ) 
わくわくタイム　誕生会（8 月～ 11 月生れ）
時 11月 17日 (金) 内親子でお誕生カード作り
食育講座　子どもの安全な食事について
時 11 月 22 日 ( 水 ) 内試食あり持スプーン・
フォーク等
わくわくタイム　身長体重測定・手形
時 11 月 30 日 ( 木 )・12 月 1日 ( 金 ) 内記念
のカードをプレゼント
☆共通事項 時 10 時 30 分～ 11 時 30 分対乳
幼児と保護者定 20 組申 10 月 30日（月）～ 

地域子育て支援センターつが（☎ 27-2122）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

すくすくタイム 身体測定・窓飾り制作
時 11 月 2日 ( 木 )
すくすくタイム エプロン・パネルシアター
時 11 月 9日 ( 木 ) 
❤印の共通事項 時 10 時 30 分～ 11 時 30 分
対 0 歳～未就園児と保護者申不要
親子エアロビクス
時 11 月 28 日 ( 火 ) 10 時 30 分～ 12 時対 0
歳～未就園児と保護者定 25 組持汗拭きタオル
申 11 月 14日 ( 火 ) 9 時～

地域子育て支援センターにしかた（☎ 92-2900）
　　　　　　　　　　 9 時～ 17時・土日祝日休

11・12 月生まれの誕生会
時 11 月 1日 ( 水 ) 
食育講座
時 11 月 15 日 ( 水 ) 定 10 組申事前申込 ( 電
話または来館 )
園庭開放
時 11 月 22日 ( 水 ) 場こども園園庭
えほんのよみきかせ、親子でふれあいあそ び
時 11 月 29日 ( 水 ) 
☆共通事項 時 10 時 30分～ 11時 30分対未
就園児と保護者

地域子育て支援センターいわふね（☎ 55-7920）
　　　　　　　　　　 9 時～ 16時・土日祝日休

食育「体に良い飲み物と食べ物」
時 11 月 17 日 ( 金 )10 時 30 分～ 11 時 30
分対未就園児と保護者内試食あり定 15 組申
10 月 30日 ( 月 ) ～
歯科衛生士さんの話
時 11 月 22 日 ( 水 )10 時 30 分～対未就園児
と保護者定 15 組申 11 月 6日（月）～
食育「離乳食を食べよう（中期）」
時 12 月 4 日 ( 月 )10 時 30 分～ 11 時 30 分
場遊楽々館会議室内離乳食中期の話と試食対 0
歳児と保護者定 15 組費材料費 100 円位持食
事セット ( スプーン、スタイ等）申 11 月 13
日 ( 月 ) ～
わいわいクラブ　誕生児お祝い、今月の制作、身体測定❤
時 11 月 1日 ( 水 ) 申当日
うきうきクラブ　おはなし会、カレンダー作り❤
時 11 月 15日 ( 水 ) 
にこにこクラブ　親子交流❤
時 11 月 22日 ( 水 )
❤印の共通事項 時 10 時 30 分～ 11 時 30 分
対未就園児と保護者申当日

認定こども園さくら子育て支援センターゆめふうせん
  　          （☎ 24 - 3900）9 時～ 15時・土日休

1、2 たいそう
時 11月 1日 (水 )10時 30分～ 11時 10分対 1
歳6ヶ月以上定 15組（先着順）申メール受付(前
日 15時まで )
親子ふれあい給食
時 11 月 6日 ( 月 )　受付 10時 00分～ 10時
30分定５組 ( 先着順 ) 費親子で 800円（離乳
食有り）申当日
ほのぼの移動広場（イオン）
時 11 月 7 日 ( 火 )・21 日（火）10 時 30 分
～ 11 時 30 分※時間内自由参加場イオン２F

ちびっこ広場内保育士による歌遊び、絵本読み、
ミュージック・ケアや子育て相談
リズム de ポン
時 11月 24日 ( 金 )10 時～ 11時場さくら３J
ホール申事前申込み不要
健康相談日
時 11 月 27 日 ( 月 )10 時～ 12 時
／ 13 時～ 15 時内身体測定※午前
中、助産師相談あり（予約不要）
双子ちゃん遊ぼう
時 11 月 27 日 ( 月 )　10 時～ 12 時対未就園
児の双子と保護者または双子妊娠中の方※一般
の方も利用可
レッツ A.B.C
時 11 月 29 日 ( 水 )　10 時～ 10 時 40 分対
1 歳 3ヶ月以上定 15 組（先着順）申メール受
付 (前日 15時まで )
赤ちゃんサロン
時①ちゅうりっぷコース：11月 9日～、②ひ
まわりコース：11月 30 日～※両コースとも
木曜日全 4回　10時～ 11時 30分 対①平成
29 年 4・5・6 月生まれの乳児と保護者②平
成 29 年 1・2・3月生まれの乳児と保護者内
オイルマッサージ、離乳食試食等定 20 組（先
着順）費無料（オイル・離乳食実費負担）申ちゅ
うりっぷコース 11月 6日（月）15時までメー
ル受付、ひまわりコース 11月 20日（月）15
時までメール受付※日程等は後日郵送
☆共通事項　申メール申し込みは下記アドレス
に〈件名・保護者名・子ども名・読み仮名・生
年月日・〒・住所・電話番号〉を送信　
✉s-shien@sakura-kids.jp

さくら３J ホール（☎ 22 - 7100）
  　　　　　　　　　　  9 時～ 18時・日曜祝日休

平成 30 年度さくら３J ホール学童クラブ入会説明会
時 11 月 16 日 ( 木 )18 時 30 分～場認定こど
も園さくら対さくら３Jホール学童クラブ入会
希望者持スリッパ・筆記用具申 11
月 15日 ( 水 )19 時までに電話にて 

認定こども園おおみや幼児教育センター子育て支援センター
ふれあいポッケ （☎27-8890）9 時～14時・土日祝日休
ごはん　大好き︕
時 11 月 9日 ( 木 ) 対１歳６ヵ月～未就園児と
保護者内親子でおにぎりを作る定 20 組
みんなでおめでとう︕ハーフバースディ♥
時 11 月 7日 ( 火 )
みんなでおめでとう︕ 1 ｔｈバースディ♥
時 11 月 10日 ( 金 ) 
みんなでおめでとう︕ 2・3 ｔｈバースディ♥
時 11 月 13日 ( 月 ) 
❤印の共通事項 対未就園児の親子 (誕生児以外
の親子も可 ) 内身体計測、手形足形、カード作
り、育児相談、プチ誕生会持タオル、
測定しやすい服装
ダンボールで遊ぼう
時 11 月 15日 ( 水 )、17日 ( 金 )
新聞紙で遊ぼう
時 11月20日 (月 )、21日 (火 )、22日 (水 )対 6ヶ
月～未就園児と保護者定 15組
☆共通事項 時 10 時 30 分～ 11時 30 分申平
日 13時～ 15時電話にて 

けやき保育園子育て支援センター きらり（☎23-8905）
月木金 10時～ 15時・火水 10時３０分～ 15時 30分・土日祝休

身体測定・手形足形
時 ① 11 月 1日 (水 )、6日 (月 ) ② 11 月 2 日
( 木 )10 時 30 分～ 11 時 30 分※時間内参加
自由対① 0歳～ 1歳 6ヶ月児と保護者② 1歳
6ヶ月以上児と保護者 

カレンダー作り
時① 11 月 1 日 ( 水 )、2 日 ( 木 ) 受付 10 時
30 分～ 11 時 15 分② 11 月 6 日 ( 月 ) 受付
13 時 30 分～ 14 時 15 分※時間
内参加自由対未就園児と保護者
おやこビクス
時 12 月 18 日 ( 月 )10 時 30 分～ 11 時 15
分対 1歳～ 2歳未満の未就園児定 15組 ( 先着
順 ) 申 11 月 1日 ( 水 ) ～電話または直接受付
ベビーきらり
時 12 月 20 日 ( 水 )10 時 30 分～ 11 時 15
分内足形、離乳食の話対 3 ～ 10ヶ月の未就園
児定 20 組程度申電話または直接受付中

フォレストキッズ保育園子育て支援センター エンジェル　　　　
（☎20-0808） 9時30分～14時30分・土日祝日休

親子でフラダンスを楽しもう
時 11 月 16日 (木）10時～11時対 1歳 6ヶ月
以上（歩けるお子様）と保護者定 10 組持親子で
Tシャツ・汗拭きタオル申 10 月 30日（月）～
お誕生会
時 11 月 24 日 ( 金 )10 時 30 分～ 11 時 10
分対 10・11・12 月生まれの未就園児と保護
者定 10 組申 11 月 6日（月）～
クリスマスコンサート
時 12 月 2 日（土）10 時 30 分～
11時 30 分対 0 歳児以上と保護者
定 20 組 申 11 月 13日（月）～

大平児童館（☎ 43 - 2350）
8 時３０分～ 17時 30分（７・８月は 18時）・月曜祝日休

子どもフェスティバル「ハロウィンまつり」
時 10 月 28日（土）13時～ 15時 30分内ゲー
ムコーナー、工作コーナー、おやつコーナー、
その他費 300 円程度
ママフェス～毎日を頑張るママにご褒美を～
時 11 月 5日（日）10時～ 12時 30分対ママ、
プレママ、パパ、お子様内身体のケア、食育の
お話＆試食、前髪カット＆ヘアアレンジ、ポリッ
シュネイル、アロマハンドマッサージ、マママ
ルシェ、フードブースなど費 500 円程度
わいわい広場
時① 11月 10日 ( 金 )10 時 30分～ 11時 30
分② 11月 17日 ( 金 ) 10 時 30分～11時 30
分 ③ 12 月 8日 ( 金 )10 時 30分～12時場③
大平勤労青少年ホーム対 0～ 3 歳児の親子内
①絵の具遊び②クッキング③クリスマスパー
ティー定② 20 組③ 30 組費② 100 円③ 500
円申②11月 10日(金 )～③ 11月 17日 (金 ) ～
天体観測
時 11 月 10日 ( 金 )、17日 ( 金 )、 24 日 ( 金 )19
時～20時 30分（時間内参加自由）※悪天候中止
産後の骨盤調整 2
時 11 月 7日 ( 火 )10 時～ 12時（一人当たり
20分程度）対産後のママ（乳幼児同伴可）内
整体師による骨盤調整と身体のケア定 5 人費
2,000 円申 10 月 24日 ( 火 ) ～

大平みなみ児童館（☎ 43 - 9880）
　　　　　　　　 8 時 30分～ 17時・月曜祝日休

クリスマスグッズ作り
時 11 月 18 日 ( 土 )10 時～ 11 時
30分対市内小学生内スノードーム
作り定 15 人費 200 円 ( 材料費 ) 申受付中 

ファミリーサポートセンター栃木
（栃木／☎ 25-1040・大平／☎ 43-1134）
ファミサポ交流会「人形劇」～岩舟おはなしキャラバン
時 11 月 21 日 ( 火 )10 時 30 分～ 11 時 30
分場岩舟町遊楽々館対乳幼児と保護者定 50 組
申随時 

子育てのお知らせ



休日・夜間救急診療

乳幼児健診等のご案内

成 人 健 診 等 の ご 案 内

健康増進課　☎（25）3511・（25）3512
各総合支所市民生活課窓口≪問合先≫

　救急診療は、急病の患者さんに対し応急的な診
療を行うものです。急病ではない患者さんは、かか
りつけ医師等の診療時間内に受診するなど、救急
診療の正しい利用をお願いします。

糖尿病を予防しましょう！糖尿病を予防しましょう！糖尿病を予防しましょう！糖尿病を予防しましょう！
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し…神経障害
手足の神経の障害による、痛みやしびれ。
進行するとやけどやケガをしても気づ
かず、壊疽により切断に至る場合も。

め…眼　網膜症
視力が弱まります。自覚症状がなく、
突然目が見えなくなって気づくことも
あります。

じ…腎症
腎臓の血流が悪くなり老廃物をろ過す
る機能が低下します。人工透析に至る
場合もあります。

　糖尿病の90％以上を占める２型糖尿病は、食べ過ぎや運動不足などの生活習慣が引き金となり、
インスリンの作用が不足することで、慢性的に血糖値が上昇する病気です。初期症状はほとんど
ありませんが、血糖値が常に高い状態が続くと、体中の血管がダメージを受けて動脈硬化が進行し、
血管が詰まりやすくなります。

☆食事・運動などの生活習慣を見直しましょう！
☆年に１回は健診を受けましょう！

≪急患センター終了後、問合先≫

≪とちぎ救急電話相談≫

≪とちぎ医療情報ネット≫

≪栃木地区急患センター≫

【診療時間等】

【診療場所】
栃木地区急患センター（境町） ☎（22）8699

【11月の当番医師】

※当番医は変更になる場合もありますので、事前
に電話確認をしてからお出かけください。
※受付は、診療時間終了30分前までにお済ませ
ください。

急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が
相談に応じます。

県内の病院・診療所・歯科診療所・薬局等の
情報を提供するためのシステムです。
○ホームページ
  「とちぎ医療情報ネット」で検索

月曜日～土曜日　18：00～翌朝8：00
日曜日・祝休日　24時間（8：00～翌朝8：00）
☎028-600-0099　プッシュ回線の場合　＃8000

◆栃木市消防本部
月～土曜日の22：00以降　  ☎（22）0119
日曜・祝日・年末年始の21：00以降 ☎（24）9999
                                    （音声ガイダンス）

平日…………19時～22時（内科／小児を含む）
休日（日曜日）…9時～21時（内科）
　　　　　　  9時～17時（外科）
　　　　　 　18時～21時（小児科）
休日（祝祭日）…9時～21時（内科/小児を含む、外科）

【子ども】

毎日　18：00～22：00
☎028-623-3344　プッシュ回線の場合　＃7111

【大人】

生活習慣病予防のための
　　　　　　ヘルスアップ教室
生活習慣病予防のための
　　　　　　ヘルスアップ教室
食生活改善推進員による講話と調理実習。
　日　時　12月8日(金)
　　　　　9時30分～13時30分（受付時間9時15分～）
　場　所　大平ゆうゆうプラザ(大平町西野田)
　対　象　市内在住の方
　持ち物　エプロン・三角巾・米0.5合・筆記用具、
　　　　　我が家のみそ汁またはスープ（塩分測定用で汁のみ
　　　　　100mℓ程度お持ちください。）
　定　員　25人(先着順)
　費　用　1人350円
　申　込　10月30日(月)より受付
　問合先　健康増進課　☎(25)３５１２

市民健康まつり市民健康まつり
　期　日　11月26日(日) 入場無料
　駐車場　市役所本庁舎立体駐車場
　　　　　※できるだけ、公共交通機関をご利用下さい。
栃木中央小学校体育館　10時～15時
　　　　　　　　　　 （測定コーナー受付は14時30分まで）
・健康相談コーナー（医師、歯科医師、薬剤師、歯科技工士、
　歯科衛生士、栄養士）
・測定コーナー（動脈硬化、肺活量、呼気中Ｃｏ濃度、
　骨密度、体組成測定、血圧・血糖値）
・その他（鍼・マッサージ、肌年齢チェック、野菜や
　みそ田楽販売、小学生健康ポスター展示、抽選会 など）
とちぎ蔵の街観光館多目的ホール　13時30分～15時
・市民公開講座
　落語：桂南なん師匠
　健康座談会：桂南なん師匠と医師
　問合先　健康増進課　☎(25)3511

広報とちぎ 11月号

３大合併症の覚え方～し・め・じ～

えそ

健康相談・栄養相談こころの健康相談

16

24

木

金

カウンセラーが相談に応じます。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。

①13：30 ～
②14：30 ～
③15：30 ～

日 曜日月

11
栃木保健福祉センター

大平ゆうゆうプラザ

会　場 相談時間

健康づくりや生活習慣の改善・見直しなどについて保健師や
管理栄養士等がご相談を受けます。お気軽にご利用ください。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。

１に予防、２に健診、しっかり治療で糖尿病阻止

～ 11月は糖尿病予防・重症化防止強化月間～

＜糖尿病はどんな病気？＞

＜治療をしないでいるとこんな合併症があります！＞

＜糖尿病を予防するために＞

乳幼児健診
※個別通知で案内した時間にお越しください。
内　容

４か月児健診

９か月児健診

１歳６か月児健診

月 日 曜日 会　場

11

15
16
27
28
29

水
木
月
火
水

栃木保健福祉センター
大平ゆうゆうプラザ
栃木保健福祉センター
大平ゆうゆうプラザ
西方保健センター

11
9
22
29

木
水
水

栃木保健福祉センター
大平ゆうゆうプラザ
西方保健センター

11

6
9
17
21

月
木
金
火

西方保健センター
大平ゆうゆうプラザ
大平ゆうゆうプラザ
栃木保健福祉センター

３歳児健診

２歳児歯科健診

11
6
8
20

月
水
月

栃木保健福祉センター
大平ゆうゆうプラザ
栃木保健福祉センター

11
14
15
21

火
水
火

栃木保健福祉センター
西方保健センター
大平ゆうゆうプラザ

両 親 教 室
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

内　容

①妊娠中の生活・仲間づくり
②育児について・妊娠中の栄養
③妊婦体験・赤ちゃんのお風呂

会場／日程
栃木保健福祉センター
11月　2日（木）
11月17日（金）
12月16日（土）

終了
11月　1日（水）
12月　9日（土）

大平ゆうゆうプラザ

母乳相談（１歳未満児）　（受付：9:45～ 10:00）
日　程内　容 会　場

子育て相談（乳幼児）　（受付：10:00～ 11:00）
※希望者どなたでもご利用できます（申込み不要）

保健師による育児相談・交流
10:30～保育士によるふれあい遊び

★は栄養士による栄養相談も
　実施しています。

　11月　2日（木）
★11月10日（金）
　11月13日（月）
　11月17日（金）
★11月20日（月）

岩舟遊楽々館
大平ゆうゆうプラザ
栃木保健福祉センター
都賀保健センター
藤岡保健福祉センター

日　程内　容 会　場

助産師による母乳相談 11月13日（月） 栃木保健福祉センター

離乳食・むし歯予防教室（対象：10～11か月児）

集団検診日程　～１年に１回健康診断を受けましょう～

日　程内　容 会　場

※定員30人の申込み制です。
　開催日1か月前から申し込みを受け付けます。

※午後に大腸がん・乳がん・子宮頸がん・骨粗しょう症検診のみ実施します。(受付時間１３：３０～１４：３０)

11月 10日（金）
栄養士による離乳食のお話、
歯科衛生士による
むし歯予防のお話、個別相談

栃木保健福祉センター

日 曜日 会　場 対象月
5
6
7
8
9
11

火
水
木
金
土
月

男女
女
男女
男女
男女
男女

栃木保健福祉センター
栃木保健福祉センター
藤岡保健福祉センター
栃木保健福祉センター
岩舟遊楽々館
栃木保健福祉センター

12

日 曜日 会　場 対象月
12
14
15
19
19

火
木
金
火
火

女
女
女
女
女

栃木保健福祉センター
大平ゆうゆうプラザ
岩舟遊楽々館
栃木保健福祉センター
栃木保健福祉センター　※

12

川田（かわたクリニック）
金子（金子内科医院）
石井（石井内科医院）
三浦（三浦整形外科）
江口（えぐち内科クリニック）
岡田（岡田皮膚科耳鼻咽喉科クリニック）/小児
：桜井（桜井こどもクリニック） 
高田（高田クリニック）
青木（虎）（青木医院）
盛川（サンライズクリニック）
中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）
山田（合戦場クリニック）
小林（こばやしクリニック） 
大森（うづまクリニック）
町田（メディカル・パパス）/小児：木内（TMC 
とちのき）
関口（弘）（関口医院）
石塚（好生医院）
渡辺（わたなべ内科循環器科クリニック）
大門（康）（大門内科医院）
金子（金子内科医院）
島田（均）（しまだクリニック）
青木（虎）（青木医院）
中野（誠）（中野病院）/小児：斉藤（伸）（さいとう
小児科）
金子（金子内科医院）
青木（謙）（青木耳鼻咽喉科医院）
中元（中元内科医院）
永谷（大島医院）
横山（よこやま内科小児科クリニック）
長（大平ファミリークリニック）
石井（石井内科医院）
嶋崎（とちぎ診療所）
腰塚（学）（ちづかクリニック）/小児：河口（修）
（河口医院） 
青木（虎）（青木医院）
山門（山門クリニック）
金田（金田医院）
高田（高田クリニック）
熊倉（熊倉医院）

1
2

3

4

5

6
7
8
9
10
11

12

13
14
15
16
17
18

19

20
21
22

23

24
25

26

27
28
29
30

水
木

金

土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水

木

金
土

日

月
火
水
木



期間　 11月3日（金・祝）～ 12月24日（日）併設展：前期11月3日（金・祝）～11月26日（日）
　　　　後期11月28日（火）～12月24日（日）

アートになった猫たち　今も昔も猫が好き

第71回　読書週間
■時 10月27日（金）～11月9日（木） ■内 幼児
読書感想画展ほか、各館でイベント実施
ビブリオバトル中学生・高校生大会（全図書館）
■時 11月3日（金・祝）中学生の部14時～、
高校生の部16時～ ■会 栃木図書館会議室 
■内 1人あたり持ち時間5分で好きな本の紹
介し、投票によりチャンプ本を決定 ■対 中
学生・高校生 ■申 栃木市図書館各館へ直
接来館または電話にて

おはなしひろば【読み聞かせ】
■時 ①11月11日（土）10時30分～11時、②
25日（土）10時30分～11時 ■内 ①絵本「ペ
レのあたらしいふく」、②絵本「三びきのや
ぎのがらがらどん」出演：おはなしボランテ
ィア『りんごの会』
子ども映画鑑賞会
■時 11月11日（土）15時～16時 ■内 日本の昔
ばなしシリーズ「ぶんぶく茶釜」他
えほんデビュー
■時 11月18日（土）11時～11時30分 ■内 出演：
ボランティア『あざみの会』 ■対 赤ちゃん～
未就園児
としょかん民話のひろば
■時 11月18日（土）11時～11時30分 ■内 出演：
民話美寿 会々とちぎ支部

図書館健康講座「第１回はじめてのピラティス」
■時 11月4日（土）10時～12時 ■内 講師：羽
田明子氏 ■定 10人 ■申 直接来館または電話
にて
絵本の読み聞かせ
■時 ①11月4日（土）14時～14時30分、②10
日（金）10時30分～11時、③24日（金）10
時30分～11時 ■内 出演：ボランティア『お
はなししゃぼんだま』 ■対 ①幼児・小学校
低学年向け、②③幼児向け
TOCHICO（とちこ）サロン
■時 11月8日（水）10時～12時 ■内 幼児と子
育てママ同士の交流

蔵書点検による休館
■時 11月27日（月）～29日（水）
おはなし会・工作教室
■時 ①11月4日（土）14時～15時、 ②18日（土）
14時～15時 ■内 ①おはなし会：紙芝居「ぼ
くらはむしのがっしょうだん」他、工作教
室：「どんぐり工作」②おはなし会：紙芝居
「でっかいぞでっかいぞ」他、工作教室：「紙
コップ工作ころころぐま」、出演：ふじおか
おはなし会『コロポックル』
図書館市民フェスタ
■時 ①11月12日（日）14時～14時40分、②

12日（日）～26日（日） ■内 ①出張サイエンス
ショー「空気で遊ぼう」、出演：栃木県子ど
も総合科学館、②雑誌リサイクル市、なくな
り次第終了 ■定 ①50人（当日先着順）

蔵書点検による休館
■時 11月13日（月）～15日（水）
おもちゃの広場
■時 11月3日（金・祝）10時30分～12時 ■内 
おもちゃの工作、絵本の読み聞かせ、講師：
篠﨑あずみ氏（おもちゃコンサルタント） ■対 
幼児と保護者
おはなし会
■時 11月11日（土）14時～14時20分 ■内 パ
ネルシアター「ドレミのうた」、ペープサート
「金のおの」、絵本の読み聞かせ
ぬいぐるみおとまり会・おはなし会
■時 ぬいぐるみチェックイン、おはなし会11
月23日（木・祝）14時～14時30分、チェッ
クアウト24日（金）～26日（日） ■対 小学校3
年生まで ■定 10人（ぬいぐるみはひとり１
体） ■申 直接来館または電話にて

おはなし会
■時 ①11月5日（日）11時～11時30分、②17
日（金）14時～14時30分 ■内 ①テーマ「秋」
他、②テーマ「音・色」「乗り物」、出演：①西

方館スタッフ、②おはなしボランティア『お
はなし☆きらら』
歴史講座
■時 11月23日（木・祝）10時30分～12時 ■内 
演題：「クローズアップ西方城」、講師：福
田和成氏 ■定 30人 ■申 市内図書館各館へ
直接来館または電話にて
ブックカバープレゼント
■時 10月28日（土）～ 11月26日（日） ■内 本
を借りた方へブックカバーをプレゼント

歴史講座「岩舟町の歴史を知ろう」
■時 11月5日（日）13時50分～15時30分 ■内 
演題：「岩船山と慈覚大師・円仁・小野寺
氏」、講師：永島正夫氏（岩舟町観光協会
理事） ■定 30人 ■申 市内図書館各館へ直接
来館または電話にて
おはなし会
■時 ①11月11日（土）14時～14時30分、②
25日（土）14時～15時 ■内 ①絵本「14ひき
のやまいも」、紙芝居「にんじんわけてくだ
さいな」、折紙「きのこ」手遊び、バルーンア
ート他、出演：岩舟館スタッフ、②読み聞か
せ、エプロンシアター「おおきなか
ぶ」、パネルシアター「だいこ
んさん　にんじんさん　ご
ぼうさん」他、出演：おはな
しボランティア『いわふね
おはなしキャラバン』

おやこで楽しむコンサートとちぎdeクリスマス
「0歳からのコンサート」「3歳からのコンサート」
■時 12月10日（日）「0歳から」11時開演、「3
歳から」14時開演（各回30分前開場） ■会 
小ホール ■対 「0歳から」制限なし、「3歳か
ら」3歳以上 ■料 中学生以上1,500円、3歳
～小学生500円※公演ごとに別々のチケッ
ト要※「0歳から」3歳以上有料、2歳以下保
護者ひざ上1人無料 ■チ 発売中。市内5文化
会館、佐野市文化会館、小山市立文化セン
ター、ぴあ

しまじろうコンサート「しまじろうともりのきかんしゃ」
■時 平成30年2月3日（土）【1回目】10時開場、
10時30分開演【2回目】13時開場、13時30
分開演 ■会 ホール ■料 2,400円（全席指定）
■チ 11月4日（土）、5日（日）電話先行受付（席
は選べません）。11月19日（日）窓口発売開始。
市内5文化会館、佐野市文化会館、小山市立
文化センター、チケットぴあ

とちぎシネマ倶楽部「SING／シング」
　8/27の代替公演となります。
■時 平成30年1月28日（日）【1回目】10時開

場、10時30分開演【2回目】13時30分開場、
14時開演 ■会 ホール ■対 制限なし ■料 500円
（自由席）※3歳以上有料 ■チ 11月25日（土）
発売開始。市内5文化会館

輝＆輝　三味線コンサート
■時 平成30年2月12日（月・休）14時30分
開場　15時00分開演 ■会 ホール ■対 制限
なし ■料 一般1,000円、高校生以下500円
※小学生以上有料、未就学児保護者ひざ
上1人無料 ■チ 11月4日（土）発売開始。市
内5文化会館、佐野市文化会館、小山市立
文化センター、ぴあ

とちぎシネマ倶楽部「この世界の片隅に」
■時 11月26日（日）【1回目】10時開場、10時
30分開演【2回目】13時30分開場、14時開
演 ■会 ホール ■対 3歳以上 ■料 500円（自由
席） ■チ 発売中。市内5文化会館

ベン・キム　ピアノ・リサイタル
■時 11月3日（金・祝） 13時30分開場、14時
開演 ■会 ホール ■対 未就学児不可 ■料 一般
3,000円、高校生以下500円 ■チ 発売中。市
内5文化会館、佐野市文化会館、小山市立
文化センター、栃木県総合文化センター、宇
都宮市文化会館、ぴあ

　猫は古来より人を癒し、多くの美術作品のモチーフにもなりました。本展は近現代絵画から浮世絵、立体作品まで、猫づくしの展覧会です。今
も昔も人を惹きつけてやまない猫のさまざまな表情をお楽しみください。また、併設展として、所蔵の喜多川歌麿の肉筆画「女達磨図」「三福神の
相撲図」「鍾馗図」、田中一村の没後 40 年を記念して一村が奄美大島で撮影した写真など約 10 点を前期・後期に分けて紹介します。
■イベント
①ワークショップ：プラバンで猫キーホルダーを作ろう！
　■時 11月23日（木・祝）・12月10日（日）・12月23日（土）各日13 時～ 16 時まで随時
　（受付は15 時 30 分まで） ■料 無料、入館には観覧券が必要 ■定 20 人（事前申込み・先着順）
②蔵の建物と作品鑑賞会
■時 11 月18日（土）　14 時～（50 分程度）
③学芸員によるギャラリートーク
■時 11 月12日（日）・12 月2日（土）・12 月17日（日）　各日14 時～（40 分程度）
※②・③観覧券をお求めのうえ、美術館受付にお集まりください。

写真図版：楊洲周延　《真美人》
明治30年（1897）　大判錦絵

とちぎ蔵の街美術館（万町3－23／☎20－8228／ 　 20－8227）　※駐車場はコエド市場南、大通り沿いの蔵の街第一駐車場をご利用ください。FAX 

■時 3月18日（日）
　【1回目】13時開場

　 13時30分開演
　【2回目】17時開場

17時30分開演
■会 ホール
■対 未就学児入場不可
■料 6,000円（指定席）
■チ 11月11日(土)発売開始。市内
5文化会館、佐野市文化会館、小
山市立文化センター、ぴあ

大平文化会館
☎ 43-5232

都賀文化会館
☎ 27-8855

■時=日時　■会=会場　■対=対象　■内=内容　■料=料金　■定=定員　■チ=チケット取扱　■申=申し込み

今月のオススメ

図書館コーナー

藤岡文化会館
☎ 62-4351

岩舟文化会館
☎ 55-7055

栃木文化会館
☎ 23-5678

※（　）内は、20人以上の団体割引料金 
※身体障害者手帳、療育手帳、障害者保健福祉手帳
の交付を受けている方とその介護者１人は無料

料　金
500円（300円）

区　分
一般／大・高校生
中学生以下 無　料

料　金　表

藤岡文化会館

三山ひろしコンサート2018

安心感と活力を与える
「ビタミンボイス」
で人気の演歌界の
ホープのコンサート。

－先進の道－

栃木図書館（☎22ｰ3542）
9時～19時30分／休館・金

大平図書館（☎43ｰ5234）
9時～19時30分／休館・月

藤岡図書館（☎62ｰ4889）
9時～19時30分／休館・月

都賀図書館（☎28ｰ0806）
9時～19時30分／休館・月

図書館西方館（☎92ｰ2512）
9時～19時30分／休館・月

図書館岩舟館（☎54ｰ1900）
9時～19時30分／休館・月

とちぎ蔵の街美術館 ●開館時間  9時～17時（入館は16時30分まで）　●休館日  毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）、11月24日（金）

文化芸術のお知らせ 14２０１７（平成２９）年1０月２０日　発行 広報とちぎ 11月号



15 わが家の天使・お知らせ

問合先 総合政策課
☎（21）2305

問合先 大平勤労青少年ホーム ☎（43）5191

11月
平成28年

生まれの

（
募
集
）写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
・
保
護
者
名
を
記
入
の
う
え　
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３
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８‐

８
６
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栃
木
市
役
所
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
へ（
締
切
当
日
必
着
）。写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。（
締
め
切
り
）平
成
29
年
1
月
生
ま
れ
11
月
13
日（
月
）、

平
成
29
年
2
月
生
ま
れ
12
月
7
日（
木
）※

封
筒
に
差
出
人
住
所
氏
名
を
明
記
く
だ
さ
い
。

とちぎアグリフェスタ２０１７
第14回とちぎの農業まつり・JAしもつけ第19回ふれあいまつりinとちぎ～改革への挑戦～

日　時 12月2日㈯ 9時～15時 ※雨天決行
場  所 栃木市総合運動公園中心広場（川原田町）

エ
ン
ゼ
ル

国内では数少ない、自然の森林の樹の上を移動して遊ぶ「フォレストアドベンチャー」
体験で、恋愛アドベンチャーも！？アトラクションの後は、ＢＢＱで楽しい交流会♪

初心者でも楽しめる卓球を通して、新たな出会いを。

日　時 12月10日㈰ 10時～15時
場　所 フォレストアドベンチャー・おおひら[大平町西山田]

定　員 男女各25人 費　用 3,500円
対　象 市内在住または将来市内に居住する意志のある20歳～40歳の独身の方

申　込 「ゼクシィ縁結びPARTY」ウェブサイトにて
 https://zexy-en-party.net/party/42769

日　時 １１月１８日㈯ １７時３０分～２０時
場　所 大平勤労青少年ホーム[大平町蔵井]

定　員 男女各5人

申　込 １１月１１日㈯までに代金を添えて
直接申込み[身分証提示]

対　象 概ね４０歳以下の独身男女

費　用 男性2,000円　女性1,000円
[女性は２人以上の申込みで５００円引][軽食付]

恋もピンポン弾けましょう

問合先 おおひら産業祭実行委員会
[大平産業振興課内] ☎（43）9212

農産物販売やJAしもつけふれあいまつり、商工会
わくわくセール、ビンゴゲーム、フリーマーケット
などを開催。

地元農産物の展示即売をはじめ、おいしい屋台の出店や、米・野菜などの無料配布、とち介、栃木ウーヴァFCなど。

日　時 １１月25日㈯ 9時３０分～15時 ※雨天決行
場　所 大平運動公園さくら球場[大平町蔵井]

おおひら産業祭

問合先 まるまるまるごとつがまつり実行委員会
[都賀産業振興課内] ☎（29）1104

問合先 とちぎアグリフェスタ実行委員会事務局
[農業振興課内] ☎（21）2384

日　時 １１月12日㈰ 9時～15時 ※雨天決行
場　所 市道１０１５号線[旧市道Ｔ産文通り線]

※歩行者天国

まるまるまるごとつがまつり

問合先 ふじおか産業祭実行委員会
[藤岡産業振興課内] ☎（62）0906

ステージイベントや各種団体による出店・展示、
農産物の無料配布やビンゴゲームなど、盛りだく
さん。

日　時 １１月18日㈯ 9時～15時 ※小雨決行
場　所 藤岡総合体育館駐車場[藤岡町藤岡]

ふじおか産業祭

問合先 勤労者総合福祉センター ☎（27）7140

日　時 １2月１7日㈰ １3時～17時
場　所 市内会場

定　員 男女各25人[定員を超えた場合抽選]

申　込 １2月１0日㈰までに問合先へ

対　象 ２０歳～概ね３５歳独身勤労者男女

費　用 男性3,000円　女性1,000円
・ウェルワークワーク会員割引あり[男女]

ふれあいXmasパーティー
～ ときめく出会い　運命の足音 ～

はしご車搭乗体験や工事用車両搭乗体験、お囃子、
ボードゲーム体験会、郷土芸能、元気なお遊戯、農産物
販売やJAしもつけふれあいまつり、商工会コーナー
など。

子育て世代ふれあいトーク

対　象 子育て世代の方（妊娠中の方やその夫も含みます）
場  所 12月2日㈯ 13時30分～（概ね2時間）

申  込 申込書（問合先に設置または市ホームページから
ダウンロード）に必要事項を記入し、11月13日㈪
までに問合先へ直接、またはメール、FAXにて。

場  所 栃木保健福祉センター（今泉町２丁目）
定  員 50人

皆さんのご意見やご要望に、市長ほか市の執行部が直接お答えします。

問合先 シティプロモーション課 ☎（21）2315

山井太陽ちゃん
やま   い たい よ う

庄村優愛ちゃん
しょうむら ゆ　あ

寺田 蓮ちゃん
てら　だ れん

大橋龍八ちゃん
おおはしりゅう  や

青木優奈ちゃん
あお  き ゆ　 な

江口月梛ちゃん
え  ぐちつき な

山ノ井栞ちゃん
やま の  い しおり

天谷玲蘭ちゃん
あまがい

浅川佳祐ちゃん
あさかわけい すけ

氏家　新ちゃん
うじいえ あらた

稲葉　楓ちゃん
いな   ば かえで

成瀬蓮桜ちゃん
なる   せ れ　お

柏﨑音乃ちゃん
かしわ ざき の　の

ケックタ富記ちゃん
ふ  き

福田幸太ちゃん
ふく  だ こう た

日髙由理ちゃん
ひ  だか ゆ　り

藤平逢愛ちゃん
とうへいあい  な

髙實子歩ちゃん
たか  じっ    こあゆむ

小松崎蒼ちゃん
こ  まつざきあおい

熊倉綾音ちゃん
くまくらあや   ね

れい  ら
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スリル満点恋のフォレストアドベンチャー体験



市内各地から
楽しい話題が
届きました！

地域の
話題を

16まちかどニュース

写真で
紹介！ ニ ュ ー ス 市内各地のイベント情報は、市ホームページの

イベントカレンダーへ。 http://bit.ly/event_c

２０１７（平成２９）年1０月２０日　発行 広報とちぎ 11月号

日頃の訓練の成果を発揮 ～西方方面隊消防操法大会～
　9月24日、栃木市消防団西方方面隊の消防操法大会が開催され、6チームが日
頃の訓練の成果を競いました。操法では消火技術の正確性や迅速性、団員の規律、
士気が重要なポイントとなります。各分団とも気合の入った素晴らしい操法を披露
してくれました。大会結果は下記の通りです。

ぶ
ど
う
を
目
指
し
て
　
武
道

で
競
え
！

　
9
月
9
日
、
第
13
回
岩
舟
ぶ
ど
う
杯
争
奪
武
道
大
会
（
岩

舟
町
観
光
協
会
主
催
）
が
、
こ
な
ら
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
岩
舟
の
特
産
品
ぶ
ど
う
と
武
道
を
縁
に
開
催
さ
れ

る
こ
の
大
会
。
今
年
は
栃
木
県
内
外
か
ら
66
チ
ー
ム
が
参
加
。

賞
品
の
ぶ
ど
う
を
目
指
し
て
、
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

栃木市高校生合同文化祭
 　9月18日、蔵の街大通り周辺の空き店舗や見世蔵等を活用した「第2回栃木市高
校生合同文化祭」が開催されました。今回は市内全高校と特別支援学校の合わせて
9校が参加し、「高校生 Revolution＠蔵の街2017～ちょっ蔵 縁 joyすっぺ！」をテー
マに、各高校の作品等が展示され、多くの
来場者で賑わいました。

▲ 空き店舗や見世蔵を利用した展示会場▲ 高校生合同文化祭に参加した皆さん

地
域
で
取
り
組
む
介
護
予
防
！

あ
っ
た
か
と
ち
ぎ
体
操

　
木
の
東
自
治
会
の
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
事
業
で
、
都
賀
地
域

で
は
初
め
て
「
あ
っ
た
か
と
ち
ぎ
体
操
」
に
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り
組
む
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と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
体
操
は
、
お
も
り
を
使
っ
た
簡
単
な
筋
力

運
動
で
す
。

　
第
1
回
と
な
る
9
月
26
日
に
は
15
人
が
集
落
セ
ン
タ
ー
に

集
ま
り
、
体
力
測
定
を
行
い
ま
し
た
。
3
か
月
間
毎
週
体
操

を
行
い
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

大
平
を
語
ら
い
、

み
ん
な
の
未
来
を
「
て
ら
す
」
た
め

　
　
　
　
〜
大
平
わ
い
わ
い
テ
ラ
ス
発
足
〜

　
9
月
22
日
、
大
平
地
域
ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織
「
大
平
わ

い
わ
い
テ
ラ
ス
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
大
平
わ
い
わ
い
テ
ラ
ス
」
は
、
栃
木
市
地
域
づ
く

り
推
進
条
例
の
趣
旨
に
も
と
づ
き
、
大
平
を
よ
り
魅
力
あ
る

地
域
に
し
て
い
く

た
め
の
組
織
と
し

て
発
足
し
ま
し

た
。
大
平
地
域
で

や
り
た
い
こ
と
が

あ
る
人
や
団
体
が

集
ま
り
、
や
り
た

い
こ
と
を
助
け
合

い
、
地
域
の
特
色

を
活
か
し
た
事
業

を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

▶ 

歌
い
な
が
ら
の
筋
力
運
動

◀ 歩く速さを
　 計ります

空･水･大地と遊ぶ「わたフェス」2017
　9 月 3 日、渡良瀬遊水地谷中湖北ブロック子供広場ゾーンをメイン会場に、渡
良瀬遊水地フェスティバル 2017 が開催されました。全日本実業団自転車競技連
盟主催のロードバイクレースも同時開催され、遊水地内や周辺で行われている多彩
なレジャー・スポーツが一堂に会しました。今年は、藤岡まちづくり委員会が実施
した E ボート周遊体験が加わり、子ども
が参加できるイベントも増えてますます
賑やかな「わたフェス」になりました。

▲ 親子でも楽しめるEボート ▲  選手と一緒に走行するキッズパレード ▲  大平わいわいテラスの皆さん

▶ 

気
迫
が
ぶ
つ
か
る
試
合

◀ 優勝の蔵の街剣志会
　 のみなさん

【ポンプ車操法の部】 優勝 第２分団第２部（元地区） 【小型ポンプ操法の部】 優勝 第４分団（真名子地区）

“

“
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